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は
じ
め
に

　
『
大
無
量
寿
経
』
へ
の
信
順
を
、
人
類
で
初
め
て
明
確
に
表
明
し
た
の
は
世
親
（
天
親
）
の
『
浄
土
論
』
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
世
尊
我

一
心
　
帰
命
尽
十
方
　
無
碍
光
如
来
　
願
生
安
楽
国
」
と
、『
大
経
』
の
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の
浄
土
へ
の
信
心
の
表
明
か
ら
始
ま
る
。
こ

の
文
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
世
尊
我
一
心
」
と
い
う
信
心
が
、
二
つ
の
内
容
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
帰
命
尽
十
方
無
碍
光

如
来
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「
願
生
安
楽
国
」
と
い
う
表
明
で
あ
る
。「
一
心
帰
命
」
は
回
心
を
表
す
か
ら
、
そ
の
対
象
は
尽
十
方
無

碍
光
如
来
で
あ
る
。
論
の
当
面
で
言
え
ば
、
仏
八
種
荘
厳
功
徳
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
当
た
る
。
も
う
一
つ
の
「
一
心
願
生
」

の
方
は
、
回
心
に
始
ま
る
願
生
浄
土
と
か
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
対
象
は
浄
土
で
あ
る
。
論
の
当
面
で
言
え

ば
、
国
土
十
七
種
荘
厳
功
徳
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
信
心
で
あ
っ
て
も
、
二
つ
の
契
機
で
述

べ
ら
れ
そ
の
対
象
が
一
応
区
別
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
一
心
帰
命
と
一
心
願
生
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
本
論
で
は
そ
の
違
い
と

注
意
す
べ
き
点
に
焦
点
を
当
て
て
、
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
が
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
、
明
確
に
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
。

一
心
帰
命
と
一
心
願
生
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2

一
　
『
大
経
』
下
巻
の
構
造

1
　
『
大
経
』
の
一
心
帰
命

　
世
親
が
他
力
の
信
心
を
こ
の
よ
う
に
表
明
し
た
の
は
、『
大
経
』
下
巻
の
釈
尊
の
教
説
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
下
巻
は
ま
ず
第

十
一
・
必
至
滅
度
の
願
成
就
文
と
第
十
七
・
諸
仏
称
名
の
願
成
就
文
と
第
十
八
・
至
心
信
楽
の
願
成
就
文
と
が
最
初
に
掲
げ
ら
れ
る
。

（『
聖
典
』・
四
四
頁
）
こ
の
第
十
八
願
の
成
就
文
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
三
輩
章
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
は
『
観
経
』
で
言
え
ば
、
上
品
上
生

か
ら
下
品
下
生
の
九
品
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
は
第
十
九
・
修
諸
功
徳
の
願
の
成
就
文
と
読
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
三
輩
章
と
第
十
八
願
の
成
就
文
が
背
中
合
わ
せ
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
に
、
自
力
か
ら
他
力
へ
の
翻
り
、
つ
ま
り
親
鸞
が
「
雑
行
を
棄

て
て
、
本
願
に
帰
す
」
と
表
明
す
る
回
心
（
一
心
帰
命
）
が
説
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
信
心
は
第
十
七
願
成
就
の
称
名
念
仏
へ
の

帰
依
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
必
ず
滅
度
に
至
る
べ
き
位
に
住
し
た
と
い
う
、
第
十
一
・
必
至
滅
度
の
願
の
成
就
が
臨
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
親
鸞
は
『
三
経
往
生
文
類
』
で
、

　
大
経
往
生
と
い
う
は
、
如
来
選
択
の
本
願
、
不
可
思
議
の
願
海
、
こ
れ
を
他
力
と
も
う
す
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
念
仏
往
生
の
願

因
に
よ
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果
を
う
る
な
り
。
現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
い
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
い
た
る
。
こ
れ
は

阿
弥
陀
如
来
の
往
相
回
向
の
真
因
な
る
が
ゆ
え
に
、
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
。
こ
れ
を
『
大
経
』
の
宗
致
と
す
。
こ
の
ゆ
え

に
大
経
往
生
と
も
う
す
。
ま
た
難
思
議
往
生
と
も
う
す
な
り
。 

（『
聖
典
』・
四
六
八
頁
）

と
、
本
願
力
に
よ
る
衆
生
往
生
の
因
果
が
、
第
十
一
願
成
就
文
と
第
十
七
・
十
八
願
成
就
文
に
あ
る
こ
と
が
、
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
こ
こ
ま
で
は
、「
十
方
衆
生
」
が
主
語
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
は
こ
こ
ま
で
で
衆
生
往
生
の
因
果
が
完
成
し
て
い
る
と
読
ん
だ
の

で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
次
の
「
東
方
偈
」
か
ら
は
、
主
語
が
「
他
方
国
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
に
替
わ
る
。
主
語
が
違
う
と
い
う
こ
と
は

3

土
俵
が
違
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
所
と
同
列
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
十
方
諸
仏
の
国
の
菩
薩
衆
が
、
浄
土
に

往
生
し
阿
弥
陀
如
来
に
見
え
て
、
還
相
の
菩
薩
と
し
て
浄
土
か
ら
教
化
に
出
る
こ
と
が
、
謳
わ
れ
て
い
る
。

　
『
大
経
』
上
巻
の
本
願
文
に
返
し
て
見
れ
ば
、
第
四
十
一
願
か
ら
以
降
の
主
語
が
「
他
方
国
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
だ
け
が
同
じ
主
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
願
が
第
四
十
一
願
以
降
の
願
を
代
表
し
、
そ

の
意
味
を
先
取
り
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
第
四
十
一
願
以
降
は
、
菩
薩
の
往
覲
と
還
相
回
向
が
説
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、「
東
方
偈
」（「
往
覲
偈
」）
が
終
わ
る
と
い
き
な
り
、

　
仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
か
の
国
の
菩
薩
は
、
み
な
当
に
一
生
補
処
を
究
竟
す
べ
し
。
そ
の
本
願
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
え

に
、
弘
誓
の
功
徳
を
も
っ
て
自
ら
荘
厳
し
、
普
く
一
切
衆
生
を
度
脱
せ
ん
と
欲
わ
ん
を
ば
除
く
」 

（『
聖
典
』・
五
一
頁
）

と
、
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
成
就
文
が
説
か
れ
る
。
親
鸞
は
、『
教
行
信
証
』
の
証
巻
で
は
こ
の
願
を
挙
げ
な
い
が
、『
文
類
聚
鈔
』

で
は
こ
の
文
を
そ
の
ま
ま
、
第
二
十
二
願
の
成
就
文
（『
聖
典
』・
四
〇
八
頁
）
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
大
経
』
の
「
東
方

偈
」
か
ら
、
三
毒
五
悪
段
の
前
ま
で
の
「
他
方
国
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
が
主
語
と
な
る
浄
土
の
菩
薩
の
荘
厳
功
徳
は
、
こ
の
第
二

十
二
・
還
相
回
向
の
願
成
就
文
を
総
標
と
し
て
、
菩
薩
の
還
相
回
向
を
説
い
て
い
る
個
所
と
親
鸞
は
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ

の
個
所
で
親
鸞
が
注
目
す
る
成
就
文
は
、
こ
の
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
成
就
文
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
親
鸞
は
、
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
の
如
来
の
回
向
に
二
種
の
相
が
あ
る
と
い
う
教
え
に
導
か
れ
る
が
、
究
極
的
に
は
『
大
経
』
の
釈
尊

の
教
え
に
帰
っ
て
、
如
来
の
回
向
を
往
相
と
還
相
の
二
種
類
に
分
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
テ
ー
マ
が
違
う
の
で
詳
細
（
拙

著
『
無
量
寿
経
に
聞
く
　
下
巻
』
教
育
新
潮
社
刊
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
）
は
避
け
る
が
、
先
の
「
十
方
衆
生
」
が
主
語

の
と
こ
ろ
は
、
如
来
の
往
相
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
に
実
現
す
る
教
・
行
・
信
・
証
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
十
七
・
諸
仏
称
揚
の
願
成
就
文

（
行
）、
第
十
八
・
至
心
信
楽
の
願
成
就
文
（
信
）、
第
十
一
・
必
至
滅
度
の
願
成
就
文
（
証
）
と
、
そ
の
全
体
は
『
大
経
』（
教
）
だ
か



2

一
　
『
大
経
』
下
巻
の
構
造

1
　
『
大
経
』
の
一
心
帰
命

　
世
親
が
他
力
の
信
心
を
こ
の
よ
う
に
表
明
し
た
の
は
、『
大
経
』
下
巻
の
釈
尊
の
教
説
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
下
巻
は
ま
ず
第

十
一
・
必
至
滅
度
の
願
成
就
文
と
第
十
七
・
諸
仏
称
名
の
願
成
就
文
と
第
十
八
・
至
心
信
楽
の
願
成
就
文
と
が
最
初
に
掲
げ
ら
れ
る
。

（『
聖
典
』・
四
四
頁
）
こ
の
第
十
八
願
の
成
就
文
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
三
輩
章
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
は
『
観
経
』
で
言
え
ば
、
上
品
上
生

か
ら
下
品
下
生
の
九
品
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
は
第
十
九
・
修
諸
功
徳
の
願
の
成
就
文
と
読
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
三
輩
章
と
第
十
八
願
の
成
就
文
が
背
中
合
わ
せ
に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
に
、
自
力
か
ら
他
力
へ
の
翻
り
、
つ
ま
り
親
鸞
が
「
雑
行
を
棄

て
て
、
本
願
に
帰
す
」
と
表
明
す
る
回
心
（
一
心
帰
命
）
が
説
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
信
心
は
第
十
七
願
成
就
の
称
名
念
仏
へ
の

帰
依
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
必
ず
滅
度
に
至
る
べ
き
位
に
住
し
た
と
い
う
、
第
十
一
・
必
至
滅
度
の
願
の
成
就
が
臨
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
親
鸞
は
『
三
経
往
生
文
類
』
で
、

　
大
経
往
生
と
い
う
は
、
如
来
選
択
の
本
願
、
不
可
思
議
の
願
海
、
こ
れ
を
他
力
と
も
う
す
な
り
。
こ
れ
す
な
わ
ち
念
仏
往
生
の
願

因
に
よ
り
て
、
必
至
滅
度
の
願
果
を
う
る
な
り
。
現
生
に
正
定
聚
の
く
ら
い
に
住
し
て
、
か
な
ら
ず
真
実
報
土
に
い
た
る
。
こ
れ
は

阿
弥
陀
如
来
の
往
相
回
向
の
真
因
な
る
が
ゆ
え
に
、
無
上
涅
槃
の
さ
と
り
を
ひ
ら
く
。
こ
れ
を
『
大
経
』
の
宗
致
と
す
。
こ
の
ゆ
え

に
大
経
往
生
と
も
う
す
。
ま
た
難
思
議
往
生
と
も
う
す
な
り
。 

（『
聖
典
』・
四
六
八
頁
）

と
、
本
願
力
に
よ
る
衆
生
往
生
の
因
果
が
、
第
十
一
願
成
就
文
と
第
十
七
・
十
八
願
成
就
文
に
あ
る
こ
と
が
、
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
こ
こ
ま
で
は
、「
十
方
衆
生
」
が
主
語
で
あ
る
か
ら
、
親
鸞
は
こ
こ
ま
で
で
衆
生
往
生
の
因
果
が
完
成
し
て
い
る
と
読
ん
だ
の

で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
次
の
「
東
方
偈
」
か
ら
は
、
主
語
が
「
他
方
国
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
に
替
わ
る
。
主
語
が
違
う
と
い
う
こ
と
は

3

土
俵
が
違
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
所
と
同
列
に
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
は
十
方
諸
仏
の
国
の
菩
薩
衆
が
、
浄
土
に

往
生
し
阿
弥
陀
如
来
に
見
え
て
、
還
相
の
菩
薩
と
し
て
浄
土
か
ら
教
化
に
出
る
こ
と
が
、
謳
わ
れ
て
い
る
。

　
『
大
経
』
上
巻
の
本
願
文
に
返
し
て
見
れ
ば
、
第
四
十
一
願
か
ら
以
降
の
主
語
が
「
他
方
国
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
に
な
っ
て
い

る
。
た
だ
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
だ
け
が
同
じ
主
語
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
願
が
第
四
十
一
願
以
降
の
願
を
代
表
し
、
そ

の
意
味
を
先
取
り
し
て
説
か
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。
つ
ま
り
第
四
十
一
願
以
降
は
、
菩
薩
の
往
覲
と
還
相
回
向
が
説
か
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、「
東
方
偈
」（「
往
覲
偈
」）
が
終
わ
る
と
い
き
な
り
、

　
仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
わ
く
、「
か
の
国
の
菩
薩
は
、
み
な
当
に
一
生
補
処
を
究
竟
す
べ
し
。
そ
の
本
願
、
衆
生
の
た
め
の
ゆ
え

に
、
弘
誓
の
功
徳
を
も
っ
て
自
ら
荘
厳
し
、
普
く
一
切
衆
生
を
度
脱
せ
ん
と
欲
わ
ん
を
ば
除
く
」 

（『
聖
典
』・
五
一
頁
）

と
、
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
成
就
文
が
説
か
れ
る
。
親
鸞
は
、『
教
行
信
証
』
の
証
巻
で
は
こ
の
願
を
挙
げ
な
い
が
、『
文
類
聚
鈔
』

で
は
こ
の
文
を
そ
の
ま
ま
、
第
二
十
二
願
の
成
就
文
（『
聖
典
』・
四
〇
八
頁
）
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
大
経
』
の
「
東
方

偈
」
か
ら
、
三
毒
五
悪
段
の
前
ま
で
の
「
他
方
国
土
の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
が
主
語
と
な
る
浄
土
の
菩
薩
の
荘
厳
功
徳
は
、
こ
の
第
二

十
二
・
還
相
回
向
の
願
成
就
文
を
総
標
と
し
て
、
菩
薩
の
還
相
回
向
を
説
い
て
い
る
個
所
と
親
鸞
は
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
こ

の
個
所
で
親
鸞
が
注
目
す
る
成
就
文
は
、
こ
の
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
成
就
文
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
親
鸞
は
、
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
の
如
来
の
回
向
に
二
種
の
相
が
あ
る
と
い
う
教
え
に
導
か
れ
る
が
、
究
極
的
に
は
『
大
経
』
の
釈
尊

の
教
え
に
帰
っ
て
、
如
来
の
回
向
を
往
相
と
還
相
の
二
種
類
に
分
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
テ
ー
マ
が
違
う
の
で
詳
細
（
拙

著
『
無
量
寿
経
に
聞
く
　
下
巻
』
教
育
新
潮
社
刊
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
）
は
避
け
る
が
、
先
の
「
十
方
衆
生
」
が
主
語

の
と
こ
ろ
は
、
如
来
の
往
相
回
向
に
よ
っ
て
衆
生
に
実
現
す
る
教
・
行
・
信
・
証
が
説
か
れ
て
い
る
。
第
十
七
・
諸
仏
称
揚
の
願
成
就
文

（
行
）、
第
十
八
・
至
心
信
楽
の
願
成
就
文
（
信
）、
第
十
一
・
必
至
滅
度
の
願
成
就
文
（
証
）
と
、
そ
の
全
体
は
『
大
経
』（
教
）
だ
か



4

ら
、
親
鸞
は
教
巻
冒
頭
で
、
如
来
の
往
相
回
向
に
衆
生
の
教
・
行
・
信
・
証
が
恵
ま
れ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
は
、

第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
の
成
就
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
大
経
』
で
は
主
語
を
替
え
て
、
往
相
回
向
と
還
相
回
向
と
が
明
確
に
分
け
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は

如
来
の
本
願
力
回
向
を
二
種
類
に
分
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
従
来
こ
の
段
は
、
衆
生
往
生
の
因
果
の
果
に
相
当
す
る
所
と
、
ほ
と
ん
ど
の
講
録
や
参
考
書
が
読
ん
で
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ま
で
に

『
大
経
』
の
注
釈
書
は
少
な
く
、
古
く
は
慧
遠
の
大
経
義
疏
や
、
憬
興
の
『
述
文
賛
』
に
代
表
さ
れ
る
聖
道
門
の
注
釈
書
し
か
な
い
。
聖

道
門
な
ら
「
十
方
衆
生
」
が
他
力
の
信
心
を
起
こ
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
て
、
浄
土
か
ら
教
化
に
出
て
菩
薩
の
自
利
利
他
を
成
就
す
る
と
読

む
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
聖
道
門
の
了
解
に
よ
っ
て
こ
こ
を
、
衆
生
往
生
の
果
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
親
鸞
に
従
っ
て
還
相
回
向
と

読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
凡
夫
が
菩
薩
に
な
る
と
は
決
し
て
言
わ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
親
鸞
は
煩
悩
具
足
の
凡
夫
を
徹
底
し
て
「
小

慈
小
悲
も
な
き
身
に
て
、
有
情
利
益
は
お
も
う
ま
じ
」（『
聖
典
』・
五
〇
九
頁
）
と
謳
う
よ
う
に
、
教
化
は
釈
尊
と
諸
仏
善
知
識
に
譲
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
は
、
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
に
乗
托
し
て
浄
土
か
ら
還
来
し
、『
大
経
』
を
説
い
て
下
さ
っ
た
釈
尊

を
初
め
と
す
る
、
諸
仏
善
知
識
の
教
化
を
表
し
て
い
る
と
読
む
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
尋
ね
た
よ
う
に
、『
大
経
』
下
巻
の
三
輩
章
ま
で
は
、
衆
生
に
教
・
行
・
信
・
証
を
恵
む
如
来
の
往
相
回
向
が
説
か
れ
る
個

所
、
特
に
衆
生
が
浄
土
真
宗
の
礎
石
で
あ
る
一
心
帰
命
に
立
つ
箇
所
で
あ
る
。「
東
方
偈
」
か
ら
三
毒
五
悪
段
の
前
ま
で
は
、「
他
方
国
土

の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
を
主
語
と
し
て
、
菩
薩
の
往
覲
と
還
相
回
向
が
説
か
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

2
　
『
大
経
』
の
一
心
願
生

　
さ
て
、
三
毒
五
悪
段
は
、『
平
等
覚
経
』、『
大
阿
弥
陀
経
』、
所
依
の
『
大
経
』
の
旧
訳
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
新
訳
の
『
如
来

5

会
』、『
荘
厳
経
』
の
二
経
に
は
そ
れ
が
な
い
。
お
そ
ら
く
旧
約
と
新
訳
と
で
は
、
経
典
の
伝
統
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
。『
教
行
信
証
』
で

は
、
親
鸞
が
必
ず
所
依
の
『
大
経
』
と
『
如
来
会
』
と
を
連
引
す
る
の
は
、
そ
の
文
献
的
な
違
い
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
三
毒
五
悪
段
で
は
中
国
思
想
の
影
響
も
あ
っ
て
自
然
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
、
智
慧
段
で
慈
氏
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
訳
語
が
、

こ
こ
で
は
弥
勒
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
中
国
あ
た
り
で
、
後
に
付
加
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
こ
と

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
文
献
学
的
に
は
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
親
鸞
の
思
想
研
究
か
ら
す
れ
ば
、
難
思
議
往
生
と

い
う
衆
生
の
念
仏
生
活
を
表
す
大
切
な
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
親
鸞
の
独
自
の
思
想
で
あ
る
、
願
力
自
然
を
読
み
取
っ
た
個
所
で
あ
り
、
さ

ら
に
真
仏
弟
子
の
意
味
や
弥
勒
等
同
を
読
み
取
っ
た
個
所
で
も
あ
る
の
で
、
親
鸞
の
思
想
研
究
か
ら
見
れ
ば
、『
大
経
』
の
眼
目
と
い
っ

て
も
い
い
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
概
観
し
な
が
ら
、
一
心
願
生
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

①
　
弥
勒
等
同

　
『
大
経
』
の
下
巻
は
、
阿
難
に
説
か
れ
る
が
、
こ
の
三
毒
五
悪
段
に
な
る
と
対
告
衆
が
い
き
な
り
弥
勒
菩
薩
に
替
わ
る
。
弥
勒
は
必
ず

仏
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
一
生
補
処
の
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
説
法
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
釈
尊
が
弥
勒
菩
薩
を
呼
び
出
す
の
は
、
こ
こ
か
ら
は
仏
に
成
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
者
の
念
仏
生
活
を
教
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
親
鸞
は
こ
の
三
毒
段
か
ら
、
二
文
を
『
教
行
信
証
』
に
引
文
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
信
巻
の
真
の
仏
弟
子
釈
に
引
い
て
い
る
の
で
そ
れ

を
見
て
み
よ
う
。

　
（『
大
本
』
に
言
わ
く
）
必
ず
超
絶
し
て
去
る
こ
と
を
得
て
、
安
養
国
に
往
生
し
て
、
横
に
五
悪
趣
を
截
り
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ

ん
。
道
に
昇
る
に
窮
極
な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
な
し
。
そ
の
国
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
な
り 

（『
聖
典
』・
二
四
三
頁
）

こ
の
文
は
三
毒
段
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
親
鸞
が
特
に
大
切
に
す
る
文
で
あ
る
。
信
巻
で
は
こ
れ
と
同
義
で
、
文
言
も
ほ
ぼ
同
じ

『
大
阿
弥
陀
経
』
の
次
の
文
が
連
引
さ
れ
る
。

　
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
言
わ
く
、
超
絶
し
て
去
る
こ
と
を
得
べ
し
。
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
れ
ば
、
横
に
五
悪
道
を
截
り
て
、
自
然
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ら
、
親
鸞
は
教
巻
冒
頭
で
、
如
来
の
往
相
回
向
に
衆
生
の
教
・
行
・
信
・
証
が
恵
ま
れ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
は
、

第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
の
成
就
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
『
大
経
』
で
は
主
語
を
替
え
て
、
往
相
回
向
と
還
相
回
向
と
が
明
確
に
分
け
て
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は

如
来
の
本
願
力
回
向
を
二
種
類
に
分
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
従
来
こ
の
段
は
、
衆
生
往
生
の
因
果
の
果
に
相
当
す
る
所
と
、
ほ
と
ん
ど
の
講
録
や
参
考
書
が
読
ん
で
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ま
で
に

『
大
経
』
の
注
釈
書
は
少
な
く
、
古
く
は
慧
遠
の
大
経
義
疏
や
、
憬
興
の
『
述
文
賛
』
に
代
表
さ
れ
る
聖
道
門
の
注
釈
書
し
か
な
い
。
聖

道
門
な
ら
「
十
方
衆
生
」
が
他
力
の
信
心
を
起
こ
し
て
浄
土
に
生
ま
れ
て
、
浄
土
か
ら
教
化
に
出
て
菩
薩
の
自
利
利
他
を
成
就
す
る
と
読

む
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
聖
道
門
の
了
解
に
よ
っ
て
こ
こ
を
、
衆
生
往
生
の
果
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
が
、
親
鸞
に
従
っ
て
還
相
回
向
と

読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
親
鸞
は
凡
夫
が
菩
薩
に
な
る
と
は
決
し
て
言
わ
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
親
鸞
は
煩
悩
具
足
の
凡
夫
を
徹
底
し
て
「
小

慈
小
悲
も
な
き
身
に
て
、
有
情
利
益
は
お
も
う
ま
じ
」（『
聖
典
』・
五
〇
九
頁
）
と
謳
う
よ
う
に
、
教
化
は
釈
尊
と
諸
仏
善
知
識
に
譲
る
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
は
、
第
二
十
二
・
還
相
回
向
の
願
に
乗
托
し
て
浄
土
か
ら
還
来
し
、『
大
経
』
を
説
い
て
下
さ
っ
た
釈
尊

を
初
め
と
す
る
、
諸
仏
善
知
識
の
教
化
を
表
し
て
い
る
と
読
む
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
尋
ね
た
よ
う
に
、『
大
経
』
下
巻
の
三
輩
章
ま
で
は
、
衆
生
に
教
・
行
・
信
・
証
を
恵
む
如
来
の
往
相
回
向
が
説
か
れ
る
個

所
、
特
に
衆
生
が
浄
土
真
宗
の
礎
石
で
あ
る
一
心
帰
命
に
立
つ
箇
所
で
あ
る
。「
東
方
偈
」
か
ら
三
毒
五
悪
段
の
前
ま
で
は
、「
他
方
国
土

の
も
ろ
も
ろ
の
菩
薩
衆
」
を
主
語
と
し
て
、
菩
薩
の
往
覲
と
還
相
回
向
が
説
か
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

2
　
『
大
経
』
の
一
心
願
生

　
さ
て
、
三
毒
五
悪
段
は
、『
平
等
覚
経
』、『
大
阿
弥
陀
経
』、
所
依
の
『
大
経
』
の
旧
訳
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
新
訳
の
『
如
来
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会
』、『
荘
厳
経
』
の
二
経
に
は
そ
れ
が
な
い
。
お
そ
ら
く
旧
約
と
新
訳
と
で
は
、
経
典
の
伝
統
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
。『
教
行
信
証
』
で

は
、
親
鸞
が
必
ず
所
依
の
『
大
経
』
と
『
如
来
会
』
と
を
連
引
す
る
の
は
、
そ
の
文
献
的
な
違
い
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
三
毒
五
悪
段
で
は
中
国
思
想
の
影
響
も
あ
っ
て
自
然
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ
、
智
慧
段
で
慈
氏
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
訳
語
が
、

こ
こ
で
は
弥
勒
菩
薩
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
中
国
あ
た
り
で
、
後
に
付
加
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
こ
と

が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
文
献
学
的
に
は
軽
ん
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
親
鸞
の
思
想
研
究
か
ら
す
れ
ば
、
難
思
議
往
生
と

い
う
衆
生
の
念
仏
生
活
を
表
す
大
切
な
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
親
鸞
の
独
自
の
思
想
で
あ
る
、
願
力
自
然
を
読
み
取
っ
た
個
所
で
あ
り
、
さ

ら
に
真
仏
弟
子
の
意
味
や
弥
勒
等
同
を
読
み
取
っ
た
個
所
で
も
あ
る
の
で
、
親
鸞
の
思
想
研
究
か
ら
見
れ
ば
、『
大
経
』
の
眼
目
と
い
っ

て
も
い
い
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
概
観
し
な
が
ら
、
一
心
願
生
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

①
　
弥
勒
等
同

　
『
大
経
』
の
下
巻
は
、
阿
難
に
説
か
れ
る
が
、
こ
の
三
毒
五
悪
段
に
な
る
と
対
告
衆
が
い
き
な
り
弥
勒
菩
薩
に
替
わ
る
。
弥
勒
は
必
ず

仏
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
一
生
補
処
の
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、
あ
え
て
説
法
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
釈
尊
が
弥
勒
菩
薩
を
呼
び
出
す
の
は
、
こ
こ
か
ら
は
仏
に
成
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
者
の
念
仏
生
活
を
教
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
親
鸞
は
こ
の
三
毒
段
か
ら
、
二
文
を
『
教
行
信
証
』
に
引
文
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
信
巻
の
真
の
仏
弟
子
釈
に
引
い
て
い
る
の
で
そ
れ

を
見
て
み
よ
う
。

　
（『
大
本
』
に
言
わ
く
）
必
ず
超
絶
し
て
去
る
こ
と
を
得
て
、
安
養
国
に
往
生
し
て
、
横
に
五
悪
趣
を
截
り
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ

ん
。
道
に
昇
る
に
窮
極
な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
な
し
。
そ
の
国
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
な
り 

（『
聖
典
』・
二
四
三
頁
）

こ
の
文
は
三
毒
段
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
親
鸞
が
特
に
大
切
に
す
る
文
で
あ
る
。
信
巻
で
は
こ
れ
と
同
義
で
、
文
言
も
ほ
ぼ
同
じ

『
大
阿
弥
陀
経
』
の
次
の
文
が
連
引
さ
れ
る
。

　
『
大
阿
弥
陀
経
』
に
言
わ
く
、
超
絶
し
て
去
る
こ
と
を
得
べ
し
。
阿
弥
陀
仏
国
に
往
生
す
れ
ば
、
横
に
五
悪
道
を
截
り
て
、
自
然
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に
閉
塞
す
。
道
に
昇
る
に
之
極
ま
り
な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
あ
る
こ
と
な
し
。
そ
の
国
土
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
随
な
り
。

 

（『
聖
典
』・
二
四
三
〜
二
四
四
頁
）

こ
の
二
文
を
書
き
下
し
て
読
む
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
に
見
え
る
が
、
漢
文
で
は
『
大
経
』
は
「
必
得
超
絶
去
」
で
あ
り
、『
大
阿
弥
陀

経
』
の
方
は
「
可
得
超
絶
去
」
と
な
っ
て
い
る
。
親
鸞
は
真
仏
弟
子
の
定
義
を
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
と
「
金
剛
心
の
行
人
」
の
二
つ
で

確
か
め
て
い
る
が
、
こ
の
定
義
の
「
必
」
と
「
可
」
の
二
つ
の
文
字
を
所
依
の
『
大
経
』
と
異
訳
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
で
、
釈
尊
の
教

え
と
し
て
確
認
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
文
は
、
真
仏
弟
子
の
定
義
に
関
わ
る
重
要
な
文
章
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
引
文
は
、

　
そ
れ
至
心
あ
り
て
安
楽
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
智
慧
明
ら
か
に
達
し
、
功
徳
殊
勝
を
得
べ
し
、
と
。

 

（『
聖
典
』・
二
四
五
頁
）

と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
仏
弟
子
釈
の
定
義
が
終
わ
っ
て
、
彼
が
本
願
力
に
賜
る
功
徳
と
そ
れ
を
生
き
よ
う
と
す
る
具
体
性
を
表
す

部
分
に
あ
る
文
章
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
の
三
毒
段
で
は
、
そ
の
最
後
に
説
か
れ
る
文
章
で
あ
る
。
三
毒
の
煩
悩
が
詳
し
く
説
か
れ
た
後
、
釈
尊
が
弥
勒
菩
薩
に
、
本

願
力
に
賜
る
仏
の
智
慧
と
大
涅
槃
の
功
徳
を
説
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
本
願
力
に
よ
り
煩
悩
を
超
え
て
浄
土
に
生
ま
れ
よ
と
、
教
誡
す
る

言
葉
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
こ
の
二
文
は
三
毒
段
の
最
初
と
最
後
に
あ
る
文
で
、
真
仏
弟
子
釈
の
定
義
と
本
願
力
に
賜
る
智
慧
と
大
涅
槃
の
功
徳
と
が

説
か
れ
る
重
要
な
文
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
三
毒
五
悪
段
か
ら
の
引
文
は
、
真
仏
弟
子
釈
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
は
こ
の
段
を
、
回
心
に

よ
っ
て
世
を
超
え
た
人
、
つ
ま
り
真
仏
弟
子
の
念
仏
生
活
を
説
く
箇
所
と
読
ん
だ
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
三
毒
五
悪
段
が
終
わ
る
と
仏
の
智
慧
を
説
く
智
慧
段
が
開
か
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
釈
尊
が
「
そ
の
時
に
、
阿
難
お
よ
び
慈
氏
菩
薩

に
告
げ
た
ま
わ
く
」（『
聖
典
』・
八
〇
頁
）
と
、
阿
難
と
弥
勒
と
を
同
時
に
呼
び
出
し
て
説
法
す
る
。『
大
経
』
下
巻
で
釈
尊
は
、
阿
難
に

7

説
い
て
い
た
説
法
を
、
三
毒
五
悪
段
で
は
い
き
な
り
弥
勒
を
呼
び
出
し
、
さ
ら
に
智
慧
段
に
な
る
と
両
者
を
同
時
に
呼
び
出
し
て
説
法
す

る
。
こ
れ
を
受
け
て
親
鸞
は
、
真
の
仏
弟
子
の
結
釈
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
真
に
知
り
ぬ
。
弥
勒
大
士
、
等
覚
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
え
に
、
龍
華
三
会
の
暁
、
当
に
無
上
覚
位
を
極
む
べ
し
。
念
仏
衆
生
は
、

横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
え
に
、
臨
終
一
念
の
夕
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。
か
る
が
ゆ
え
に
「
便
同
」
と
曰
う
な
り

 

（『
聖
典
』・
二
五
〇
頁
）

こ
の
よ
う
に
宗
祖
が
、
念
仏
者
（
真
仏
弟
子
）
は
弥
勒
菩
薩
と
等
し
い
と
言
う
の
は
、
釈
尊
の
『
大
経
』
の
対
告
衆
の
変
遷
に
忠
実
に
従

っ
て
、
釈
尊
の
意
図
を
讃
仰
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

②
　
願
力
自
然

　
『
大
経
』
で
は
自
然
の
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
上
・
下
巻
合
わ
せ
て
五
十
六
箇
所
を
数
え
る
。
上
巻
の
自
然
は
全
て
浄
土
の
無
為

自
然
（
涅
槃
の
覚
り
）
を
表
す
が
、
三
毒
五
悪
段
の
ほ
と
ん
ど
が
迷
い
の
行
為
に
よ
っ
て
苦
し
み
を
重
ね
る
業
道
自
然
と
し
て
使
わ
れ
る
。

こ
の
無
為
自
然
と
業
道
自
然
の
ち
ょ
う
ど
分
水
嶺
に
当
た
る
文
が
、
先
に
引
用
し
た
三
毒
段
の
初
め
に
あ
る
文
で
あ
る
。
大
切
な
文
な
の

で
再
度
引
文
し
た
い
。

　
必
ず
超
絶
し
て
去
る
こ
と
を
得
て
、
安
養
国
に
往
生
せ
よ
。
横
に
五
悪
趣
を
截
り
て
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ
ん
。
道
に
昇
る
こ
と
窮

極
な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
な
し
。
そ
の
国
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
な
り
。 

（『
聖
典
』・
五
七
頁
）

こ
の
大
切
な
文
章
を
、
親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
「
悪
趣
自
然
閉
」
と
い
う
は
、
願
力
に
帰
命
す
れ
ば
、
五
道
生
死
を
と
ず
る
ゆ
え
に
自
然
閉
と
い
う
。
閉
は
と
ず
と
い
う
な
り
。

本
願
の
業
因
に
ひ
か
れ
て
、
自
然
に
う
ま
る
る
な
り
。（
中
略
）
真
実
信
を
え
た
る
人
は
、
大
願
業
力
の
ゆ
え
に
、
自
然
に
浄
土
の

業
因
た
が
わ
ず
し
て
、
か
の
業
力
に
ひ
か
る
る
ゆ
え
に
ゆ
き
や
す
く
、
無
上
大
涅
槃
に
の
ぼ
る
に
き
わ
ま
り
な
し
、
と
の
た
ま
え
る

な
り
。
し
か
れ
ば
、
自
然
之
所
牽
と
も
う
す
な
り
。（
傍
線
筆
者
） 

（『
聖
典
』・
五
一
四~

五
一
五
頁
）
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に
閉
塞
す
。
道
に
昇
る
に
之
極
ま
り
な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
あ
る
こ
と
な
し
。
そ
の
国
土
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
随
な
り
。

 

（『
聖
典
』・
二
四
三
〜
二
四
四
頁
）

こ
の
二
文
を
書
き
下
し
て
読
む
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
に
見
え
る
が
、
漢
文
で
は
『
大
経
』
は
「
必
得
超
絶
去
」
で
あ
り
、『
大
阿
弥
陀

経
』
の
方
は
「
可
得
超
絶
去
」
と
な
っ
て
い
る
。
親
鸞
は
真
仏
弟
子
の
定
義
を
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
と
「
金
剛
心
の
行
人
」
の
二
つ
で

確
か
め
て
い
る
が
、
こ
の
定
義
の
「
必
」
と
「
可
」
の
二
つ
の
文
字
を
所
依
の
『
大
経
』
と
異
訳
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
と
で
、
釈
尊
の
教

え
と
し
て
確
認
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
文
は
、
真
仏
弟
子
の
定
義
に
関
わ
る
重
要
な
文
章
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
引
文
は
、

　
そ
れ
至
心
あ
り
て
安
楽
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
智
慧
明
ら
か
に
達
し
、
功
徳
殊
勝
を
得
べ
し
、
と
。

 

（『
聖
典
』・
二
四
五
頁
）

と
い
う
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
真
仏
弟
子
釈
の
定
義
が
終
わ
っ
て
、
彼
が
本
願
力
に
賜
る
功
徳
と
そ
れ
を
生
き
よ
う
と
す
る
具
体
性
を
表
す

部
分
に
あ
る
文
章
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
の
三
毒
段
で
は
、
そ
の
最
後
に
説
か
れ
る
文
章
で
あ
る
。
三
毒
の
煩
悩
が
詳
し
く
説
か
れ
た
後
、
釈
尊
が
弥
勒
菩
薩
に
、
本

願
力
に
賜
る
仏
の
智
慧
と
大
涅
槃
の
功
徳
を
説
い
て
、
だ
か
ら
こ
そ
、
本
願
力
に
よ
り
煩
悩
を
超
え
て
浄
土
に
生
ま
れ
よ
と
、
教
誡
す
る

言
葉
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
こ
の
二
文
は
三
毒
段
の
最
初
と
最
後
に
あ
る
文
で
、
真
仏
弟
子
釈
の
定
義
と
本
願
力
に
賜
る
智
慧
と
大
涅
槃
の
功
徳
と
が

説
か
れ
る
重
要
な
文
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
三
毒
五
悪
段
か
ら
の
引
文
は
、
真
仏
弟
子
釈
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
は
こ
の
段
を
、
回
心
に

よ
っ
て
世
を
超
え
た
人
、
つ
ま
り
真
仏
弟
子
の
念
仏
生
活
を
説
く
箇
所
と
読
ん
だ
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
三
毒
五
悪
段
が
終
わ
る
と
仏
の
智
慧
を
説
く
智
慧
段
が
開
か
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
釈
尊
が
「
そ
の
時
に
、
阿
難
お
よ
び
慈
氏
菩
薩

に
告
げ
た
ま
わ
く
」（『
聖
典
』・
八
〇
頁
）
と
、
阿
難
と
弥
勒
と
を
同
時
に
呼
び
出
し
て
説
法
す
る
。『
大
経
』
下
巻
で
釈
尊
は
、
阿
難
に
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説
い
て
い
た
説
法
を
、
三
毒
五
悪
段
で
は
い
き
な
り
弥
勒
を
呼
び
出
し
、
さ
ら
に
智
慧
段
に
な
る
と
両
者
を
同
時
に
呼
び
出
し
て
説
法
す

る
。
こ
れ
を
受
け
て
親
鸞
は
、
真
の
仏
弟
子
の
結
釈
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
真
に
知
り
ぬ
。
弥
勒
大
士
、
等
覚
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
え
に
、
龍
華
三
会
の
暁
、
当
に
無
上
覚
位
を
極
む
べ
し
。
念
仏
衆
生
は
、

横
超
の
金
剛
心
を
窮
む
る
が
ゆ
え
に
、
臨
終
一
念
の
夕
、
大
般
涅
槃
を
超
証
す
。
か
る
が
ゆ
え
に
「
便
同
」
と
曰
う
な
り

 

（『
聖
典
』・
二
五
〇
頁
）

こ
の
よ
う
に
宗
祖
が
、
念
仏
者
（
真
仏
弟
子
）
は
弥
勒
菩
薩
と
等
し
い
と
言
う
の
は
、
釈
尊
の
『
大
経
』
の
対
告
衆
の
変
遷
に
忠
実
に
従

っ
て
、
釈
尊
の
意
図
を
讃
仰
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

②
　
願
力
自
然

　
『
大
経
』
で
は
自
然
の
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
て
、
上
・
下
巻
合
わ
せ
て
五
十
六
箇
所
を
数
え
る
。
上
巻
の
自
然
は
全
て
浄
土
の
無
為

自
然
（
涅
槃
の
覚
り
）
を
表
す
が
、
三
毒
五
悪
段
の
ほ
と
ん
ど
が
迷
い
の
行
為
に
よ
っ
て
苦
し
み
を
重
ね
る
業
道
自
然
と
し
て
使
わ
れ
る
。

こ
の
無
為
自
然
と
業
道
自
然
の
ち
ょ
う
ど
分
水
嶺
に
当
た
る
文
が
、
先
に
引
用
し
た
三
毒
段
の
初
め
に
あ
る
文
で
あ
る
。
大
切
な
文
な
の

で
再
度
引
文
し
た
い
。

　
必
ず
超
絶
し
て
去
る
こ
と
を
得
て
、
安
養
国
に
往
生
せ
よ
。
横
に
五
悪
趣
を
截
り
て
、
悪
趣
自
然
に
閉
じ
ん
。
道
に
昇
る
こ
と
窮

極
な
し
。
往
き
易
く
し
て
人
な
し
。
そ
の
国
逆
違
せ
ず
。
自
然
の
牽
く
と
こ
ろ
な
り
。 

（『
聖
典
』・
五
七
頁
）

こ
の
大
切
な
文
章
を
、
親
鸞
は
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

　
「
悪
趣
自
然
閉
」
と
い
う
は
、
願
力
に
帰
命
す
れ
ば
、
五
道
生
死
を
と
ず
る
ゆ
え
に
自
然
閉
と
い
う
。
閉
は
と
ず
と
い
う
な
り
。

本
願
の
業
因
に
ひ
か
れ
て
、
自
然
に
う
ま
る
る
な
り
。（
中
略
）
真
実
信
を
え
た
る
人
は
、
大
願
業
力
の
ゆ
え
に
、
自
然
に
浄
土
の

業
因
た
が
わ
ず
し
て
、
か
の
業
力
に
ひ
か
る
る
ゆ
え
に
ゆ
き
や
す
く
、
無
上
大
涅
槃
に
の
ぼ
る
に
き
わ
ま
り
な
し
、
と
の
た
ま
え
る

な
り
。
し
か
れ
ば
、
自
然
之
所
牽
と
も
う
す
な
り
。（
傍
線
筆
者
） 

（『
聖
典
』・
五
一
四~

五
一
五
頁
）
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こ
の
よ
う
に
「
悪
趣
自
然
閉
」
と
「
自
然
之
所
牽
」
の
自
然
を
、
法
蔵
菩
薩
の
大
願
業
力
の
自
然
、
つ
ま
り
「
願
力
自
然
」
と
読
み
取
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
業
道
自
然
に
よ
っ
て
迷
い
の
人
生
に
沈
む
衆
生
を
、
如
来
の
願
力
自
然
に
よ
っ
て
、
浄
土
の
無
為
自
然

（
大
涅
槃
）
に
転
じ
る
の
で
あ
る
。
無
為
自
然
や
業
道
自
然
の
語
は
他
の
経
典
に
も
説
か
れ
て
い
て
、
大
乗
仏
教
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
語

で
あ
る
が
、
願
力
自
然
は
『
大
経
』
の
核
心
を
表
す
思
想
と
し
て
、
親
鸞
が
独
自
に
読
み
取
っ
た
造
語
で
あ
る
。
こ
の
願
力
自
然
が
『
教

行
信
証
』
で
は
、
本
願
力
回
向
と
し
て
表
現
し
直
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
、
こ
こ
に
『
大
経
』
の
仏
道

の
眼
目
が
あ
る
こ
と
を
、
三
毒
段
の
「
必
得
超
絶
去
」
の
文
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
文
が
、
無
為
自
然
と
業
道
自
然
の
分

水
嶺
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

③
　
三
毒
五
悪
段

　
こ
れ
ま
で
、
三
毒
五
悪
段
か
ら
読
み
取
っ
た
親
鸞
の
発
揮
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
少
し
、
こ
の
段
そ
の
も
の
の
課
題
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
も
し
こ
の
三
毒
五
悪
段
が
な
け
れ
ば
、『
大
経
』
の
全
て
が
如
来
の
世
界
だ
け
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
衆
生
の
生

活
と
ど
う
関
わ
る
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
こ
の
段
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
土
に
照
ら
さ
れ
た
娑
婆
の
念
仏
生
活
の
意
味
を
教
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
説
か
れ
る
三
毒
と
は
、
貪
欲
、
瞋
恚
、
愚
痴
の
煩
悩
の
こ
と
で
あ
る
。
貪
欲
と
は
砂
漠
で
水
を
求
め
る
よ
う
に
物
を
む
さ
ぼ
り

人
に
執
着
す
る
こ
と
、
瞋
恚
と
は
腹
を
立
て
る
こ
と
、
愚
痴
と
は
何
が
真
実
か
わ
か
ら
な
い
無
明
煩
悩
の
こ
と
で
あ
る
。
如
来
の
智
慧
に

見
抜
か
れ
て
い
る
衆
生
は
、
こ
の
煩
悩
の
塊
な
の
だ
か
ら
、
親
鸞
が
こ
の
世
は
「
地
獄
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
」
と
答
え
た
の
も
よ
く
分
か

る
。
こ
の
三
毒
の
煩
悩
が
源
に
な
っ
て
、
衆
生
の
具
体
的
な
五
悪
の
生
活
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
念
仏
生
活
（
難
思
議
往
生
）
に
お
い
て
は
、

三
毒
の
煩
悩
が
衆
生
の
最
も
根
源
的
な
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
貪
欲
の
と
こ
ろ
で
は
、
田
ん
ぼ
や
財
産
が
あ
る
者
は
あ
る
こ
と
で
憂
え
、
な
い
者
は
な
い
こ
と
で
憂
う
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る
（『
聖

典
』・
五
八
頁
）。
と
い
う
こ
と
は
、
財
産
そ
れ
自
体
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
財
産
に
執
着
す
る
衆
生
の
心
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
、
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釈
尊
が
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
瞋
恚
も
愚
痴
も
同
じ
よ
う
に
説
か
れ
る
が
、
貪
欲
と
瞋
恚
は
生
活
の
中
で
ま
だ
反
省
が
で
き
る
。
し
か
し
愚
痴
の
煩
悩
は
無
明
煩
悩
で

あ
る
か
ら
、
衆
生
の
反
省
が
届
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
反
省
し
て
い
る
心
そ
の
も
の
が
自
力
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
明
煩
悩
と
は
、
何
が

真
実
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
分
を
立
て
自
分
を
守
ろ
う
と
す
る
自
己
保
身
し
か
残
ら
な
い
。
つ
ま
り
愚
痴
と

は
自
己
執
着
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
煩
悩
は
反
省
を
超
え
て
深
い
の
で
、
如
来
の
智
慧
に
遇
う
ほ
か
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
愚
痴
の

煩
悩
の
所
だ
け
は
、
特
に
如
来
の
教
え
と
の
対
比
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
仏
の
教
え
に
遇
わ
な
け
れ
ば
、
絶
対
に
分
か
ら
な
い

根
本
煩
悩
こ
そ
が
、
愚
痴
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
説
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

　
親
鸞
が
『
一
念
多
念
文
意
』
で
、

　
凡
夫
と
い
う
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
み
に
み
ち
み
ち
て
、
欲
も
お
お
く
、
い
か
り
、
は
ら
だ
ち
、
そ
ね
み
、
ね
た
む
こ
こ
ろ
お

お
く
、
ひ
ま
な
く
し
て
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と 

（『
聖
典
』・
五
四
五
頁
）

と
善
導
の
二
河
譬
の
解
釈
を
す
る
が
、
こ
こ
で
無
明
煩
悩
が
根
本
煩
悩
と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
の
三
毒
段
の
釈
尊
の
説
法
の
説
き
方
に
よ

る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
三
毒
五
悪
段
で
釈
尊
は
、
一
切
衆
生
の
根
源
が
三
毒
の
煩
悩
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
本
願
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
超
え
よ
と
教
え
誡

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
煩
悩
な
ん
て
仏
教
に
遇
わ
な
け
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
生
き
が
い
に
な
る
と
勘
違
い
す
る

こ
と
さ
え
あ
る
。
だ
か
ら
『
大
経
』
で
は
、
最
初
に
一
心
帰
命
の
信
心
が
説
か
れ
、
そ
の
信
心
を
生
き
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
最
後

に
難
思
議
往
生
の
道
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
貪
、
瞋
、
痴
の
煩
悩
を
超
え
て
人
間
が
人
間
以
上
の
仏
に
成
る
道
、
そ
れ
が
難
思
議
往
生

と
い
う
我
わ
れ
の
念
仏
生
活
で
あ
る
。

④
　
難
思
議
往
生
の
生
活
規
範

　
よ
く
「
そ
の
ま
ま
で
い
い
」
と
か
、「
真
宗
に
は
生
活
規
範
が
な
い
」
な
ど
と
聞
く
こ
と
が
あ
る
が
、
親
鸞
に
お
い
て
は
決
し
て
そ
う
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こ
の
よ
う
に
「
悪
趣
自
然
閉
」
と
「
自
然
之
所
牽
」
の
自
然
を
、
法
蔵
菩
薩
の
大
願
業
力
の
自
然
、
つ
ま
り
「
願
力
自
然
」
と
読
み
取
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
業
道
自
然
に
よ
っ
て
迷
い
の
人
生
に
沈
む
衆
生
を
、
如
来
の
願
力
自
然
に
よ
っ
て
、
浄
土
の
無
為
自
然

（
大
涅
槃
）
に
転
じ
る
の
で
あ
る
。
無
為
自
然
や
業
道
自
然
の
語
は
他
の
経
典
に
も
説
か
れ
て
い
て
、
大
乗
仏
教
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
語

で
あ
る
が
、
願
力
自
然
は
『
大
経
』
の
核
心
を
表
す
思
想
と
し
て
、
親
鸞
が
独
自
に
読
み
取
っ
た
造
語
で
あ
る
。
こ
の
願
力
自
然
が
『
教

行
信
証
』
で
は
、
本
願
力
回
向
と
し
て
表
現
し
直
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
す
ぐ
に
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
、
こ
こ
に
『
大
経
』
の
仏
道

の
眼
目
が
あ
る
こ
と
を
、
三
毒
段
の
「
必
得
超
絶
去
」
の
文
か
ら
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
の
文
が
、
無
為
自
然
と
業
道
自
然
の
分

水
嶺
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

③
　
三
毒
五
悪
段

　
こ
れ
ま
で
、
三
毒
五
悪
段
か
ら
読
み
取
っ
た
親
鸞
の
発
揮
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
少
し
、
こ
の
段
そ
の
も
の
の
課
題
に
つ

い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
も
し
こ
の
三
毒
五
悪
段
が
な
け
れ
ば
、『
大
経
』
の
全
て
が
如
来
の
世
界
だ
け
に
な
っ
て
、
そ
れ
が
衆
生
の
生

活
と
ど
う
関
わ
る
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
こ
の
段
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
浄
土
に
照
ら
さ
れ
た
娑
婆
の
念
仏
生
活
の
意
味
を
教
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
説
か
れ
る
三
毒
と
は
、
貪
欲
、
瞋
恚
、
愚
痴
の
煩
悩
の
こ
と
で
あ
る
。
貪
欲
と
は
砂
漠
で
水
を
求
め
る
よ
う
に
物
を
む
さ
ぼ
り

人
に
執
着
す
る
こ
と
、
瞋
恚
と
は
腹
を
立
て
る
こ
と
、
愚
痴
と
は
何
が
真
実
か
わ
か
ら
な
い
無
明
煩
悩
の
こ
と
で
あ
る
。
如
来
の
智
慧
に

見
抜
か
れ
て
い
る
衆
生
は
、
こ
の
煩
悩
の
塊
な
の
だ
か
ら
、
親
鸞
が
こ
の
世
は
「
地
獄
一
定
す
み
か
ぞ
か
し
」
と
答
え
た
の
も
よ
く
分
か

る
。
こ
の
三
毒
の
煩
悩
が
源
に
な
っ
て
、
衆
生
の
具
体
的
な
五
悪
の
生
活
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
念
仏
生
活
（
難
思
議
往
生
）
に
お
い
て
は
、

三
毒
の
煩
悩
が
衆
生
の
最
も
根
源
的
な
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
貪
欲
の
と
こ
ろ
で
は
、
田
ん
ぼ
や
財
産
が
あ
る
者
は
あ
る
こ
と
で
憂
え
、
な
い
者
は
な
い
こ
と
で
憂
う
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る
（『
聖

典
』・
五
八
頁
）。
と
い
う
こ
と
は
、
財
産
そ
れ
自
体
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
財
産
に
執
着
す
る
衆
生
の
心
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
、

9

釈
尊
が
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
瞋
恚
も
愚
痴
も
同
じ
よ
う
に
説
か
れ
る
が
、
貪
欲
と
瞋
恚
は
生
活
の
中
で
ま
だ
反
省
が
で
き
る
。
し
か
し
愚
痴
の
煩
悩
は
無
明
煩
悩
で

あ
る
か
ら
、
衆
生
の
反
省
が
届
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
反
省
し
て
い
る
心
そ
の
も
の
が
自
力
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
明
煩
悩
と
は
、
何
が

真
実
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
分
を
立
て
自
分
を
守
ろ
う
と
す
る
自
己
保
身
し
か
残
ら
な
い
。
つ
ま
り
愚
痴
と

は
自
己
執
着
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
煩
悩
は
反
省
を
超
え
て
深
い
の
で
、
如
来
の
智
慧
に
遇
う
ほ
か
は
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
愚
痴
の

煩
悩
の
所
だ
け
は
、
特
に
如
来
の
教
え
と
の
対
比
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
仏
の
教
え
に
遇
わ
な
け
れ
ば
、
絶
対
に
分
か
ら
な
い

根
本
煩
悩
こ
そ
が
、
愚
痴
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
説
き
方
に
な
っ
て
い
る
。

　
親
鸞
が
『
一
念
多
念
文
意
』
で
、

　
凡
夫
と
い
う
は
、
無
明
煩
悩
わ
れ
ら
が
み
に
み
ち
み
ち
て
、
欲
も
お
お
く
、
い
か
り
、
は
ら
だ
ち
、
そ
ね
み
、
ね
た
む
こ
こ
ろ
お

お
く
、
ひ
ま
な
く
し
て
臨
終
の
一
念
に
い
た
る
ま
で
と
ど
ま
ら
ず
、
き
え
ず
、
た
え
ず
と 

（『
聖
典
』・
五
四
五
頁
）

と
善
導
の
二
河
譬
の
解
釈
を
す
る
が
、
こ
こ
で
無
明
煩
悩
が
根
本
煩
悩
と
説
か
れ
る
の
は
、
こ
の
三
毒
段
の
釈
尊
の
説
法
の
説
き
方
に
よ

る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
三
毒
五
悪
段
で
釈
尊
は
、
一
切
衆
生
の
根
源
が
三
毒
の
煩
悩
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
本
願
力
に
よ
っ
て
そ
れ
を
超
え
よ
と
教
え
誡

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
煩
悩
な
ん
て
仏
教
に
遇
わ
な
け
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
生
き
が
い
に
な
る
と
勘
違
い
す
る

こ
と
さ
え
あ
る
。
だ
か
ら
『
大
経
』
で
は
、
最
初
に
一
心
帰
命
の
信
心
が
説
か
れ
、
そ
の
信
心
を
生
き
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て
、
最
後

に
難
思
議
往
生
の
道
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
貪
、
瞋
、
痴
の
煩
悩
を
超
え
て
人
間
が
人
間
以
上
の
仏
に
成
る
道
、
そ
れ
が
難
思
議
往
生

と
い
う
我
わ
れ
の
念
仏
生
活
で
あ
る
。

④
　
難
思
議
往
生
の
生
活
規
範

　
よ
く
「
そ
の
ま
ま
で
い
い
」
と
か
、「
真
宗
に
は
生
活
規
範
が
な
い
」
な
ど
と
聞
く
こ
と
が
あ
る
が
、
親
鸞
に
お
い
て
は
決
し
て
そ
う
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で
は
な
い
。
法
蔵
菩
薩
が
真
実
の
心
で
浄
土
を
建
立
す
る
勝
行
段
と
三
毒
段
と
は
、
対
応
し
な
が
ら
説
か
れ
て
い
る
。

　
不
可
思
議
の
兆
載
永
劫
に
お
い
て
、
菩
薩
の
無
量
の
徳
行
を
積
植
し
て
、
欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
を
生
ぜ
ず
。
欲
想
・
瞋
想
・
害
想

を
起
こ
さ
ず
。（
中
略
）
少
欲
知
足
に
し
て
、
染
・
恚
・
痴
な
し
。（
中
略
）
和
顔
愛
語
に
し
て
、
意
を
先
に
し
て
承
問
す
。（
中
略
）

三
宝
を
恭
敬
し
、
師
長
に
奉
事
す
。 

（『
聖
典
』・
二
七
頁
）

と
法
蔵
菩
薩
は
、
衆
生
の
貪
、
瞋
、
痴
の
煩
悩
と
は
異
質
な
、
真
実
心
で
修
行
し
た
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
の
貪
欲
と
異
質
な
心
と
し
て

「
少
欲
知
足
」
が
説
か
れ
、
瞋
恚
と
異
質
な
心
と
し
て
「
和
顔
愛
語
」
が
説
か
れ
、
愚
痴
と
異
質
な
心
と
し
て
「
恭
敬
三
宝
」
が
説
か
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
法
蔵
菩
薩
の
願
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
生
き
よ
う
と
す
る
の
が
真
の
仏
弟
子
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
生
活
目
標

が
「
少
欲
知
足
」、「
和
顔
愛
語
」、「
恭
敬
三
宝
」
の
三
つ
に
な
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
称
名
念
仏
の
智
慧
（
恭
敬
三
宝
）
に

よ
っ
て
三
毒
の
煩
悩
を
超
え
て
（
少
欲
知
足
）、
一
切
の
人
を
如
来
の
子
と
見
て
懇
ろ
に
接
し
な
が
ら
（
和
顔
愛
語
）、
浄
土
に
生
ま
れ
て

往
く
者
に
な
り
な
さ
い
。
そ
れ
が
念
仏
生
活
、
難
思
議
往
生
の
宗
教
生
活
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
が
関
東
の
門
弟
に
送
っ
た
手
紙
に
は
、
三
毒
の
煩
悩
を
超
え
よ
と
繰
り
返
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
一
通
に
次
の
よ
う

に
説
か
れ
る
。

　
無
明
の
え
い
も
さ
め
や
ら
ぬ
に
、
か
さ
ね
て
え
い
を
す
す
め
、
毒
も
き
え
や
ら
ぬ
に
、
な
お
三
毒
を
す
す
め
ら
れ
そ
う
ろ
う
ら
ん

こ
そ
、
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
え
そ
う
ら
え
。
煩
悩
具
足
の
身
な
れ
ば
、（
中
略
）
い
か
に
も
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
あ
る
べ
し
と
も
う
し
お

う
て
そ
う
ろ
う
ら
ん
こ
そ
、
か
え
す
が
え
す
不
便
に
お
ぼ
え
そ
う
ら
え
。 

（『
聖
典
』・
五
六
一
頁
）

こ
こ
に
誡
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
無
明
の
酔
い
も
さ
め
て
い
な
い
の
に
重
ね
て
酔
い
を
勧
め
、
三
毒
を
勧
め
て
い
る
こ
と
に
は
驚
く

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
煩
悩
の
身
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
で
い
い
な
ど
と
言
い
合
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
う
考
え
て
も
困
っ
た
こ
と
で
す
」。

こ
れ
が
「
世
を
い
と
う
し
る
し
」、
つ
ま
り
念
仏
往
生
の
証
（
し
る
し
）
で
あ
る
。
一
心
帰
命
の
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
（
凡
夫
の
ま

ま
）
の
救
い
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
一
心
願
生
に
お
い
て
は
「
ど
う
考
え
て
も
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
、
親
鸞
が

11

言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
肝
に
銘
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
通
に
は
、
も
う
一
つ
「
世
を
い
と
う
し
る
し
」
が
説
か
れ
る
の
で
、
挙
げ
て
お
き
た
い
。

と
も
の
同
朋
に
も
ね
ん
ご
ろ
の
こ
こ
ろ
の
お
わ
し
ま
し
あ
わ
ば
こ
そ
、
世
を
い
と
う
し
る
し
に
て
も
そ
う
ら
わ
め

 

（『
聖
典
』・
五
六
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
如
来
の
子
と
見
て
親
し
み
合
い
、
三
毒
の
煩
悩
（
自
力
の
執
心
）
を
超
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
難

思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
の
証
（
し
る
し
）
な
の
だ
と
教
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
宗
教
生
活
に
生
活
規
範
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
宗
教
は

な
い
に
等
し
い
。
我
わ
れ
は
こ
の
三
毒
五
悪
段
の
教
え
を
よ
く
聞
い
て
、
そ
れ
を
念
仏
生
活
の
中
で
表
現
す
る
べ
き
だ
と
欲
う
こ
と
で
あ

る
。

二
　
親
鸞
の
帰
命
と
願
生

1
　
回
　
心

　
こ
れ
ま
で
尋
ね
た
よ
う
に
『
大
経
』
の
釈
尊
の
教
え
に
従
っ
て
、
世
親
は
本
願
の
信
心
を
「
一
心
帰
命
」
と
「
一
心
願
生
」
の
二
つ
の

契
機
で
表
明
し
た
。
親
鸞
は
そ
れ
を
受
け
て
「
三
心
一
心
問
答
」
で
は
、
第
十
八
・
至
心
信
楽
の
願
を
二
つ
に
分
け
る
。

　
前
半
の
「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
」
の
方
は
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」

（『
聖
典
』・
二
二
八
頁
）
と
名
付
け
て
、
一
心
（
至
心
・
信
楽
）
に
大
涅
槃
の
覚
り
が
開
か
れ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
後
半
の
「
心
を
至
し
回
向
し
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
て
不
退
転
に
住
す
。
唯
五
逆

と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
」
の
方
は
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」（『
聖
典
』・
二
三
三
頁
）
と
名
付
け
て
、
如
来
の
欲
生
心
に
本
願
の
回
向

心
を
見
出
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
難
思
議
往
生
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
三
心
一
心
問
答
」
の
前
半
は
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
に
凝
集
さ
れ
、
後
半
は
「
金
剛
心
の
行
人
」
に
凝
集
さ
れ
て
、
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で
は
な
い
。
法
蔵
菩
薩
が
真
実
の
心
で
浄
土
を
建
立
す
る
勝
行
段
と
三
毒
段
と
は
、
対
応
し
な
が
ら
説
か
れ
て
い
る
。

　
不
可
思
議
の
兆
載
永
劫
に
お
い
て
、
菩
薩
の
無
量
の
徳
行
を
積
植
し
て
、
欲
覚
・
瞋
覚
・
害
覚
を
生
ぜ
ず
。
欲
想
・
瞋
想
・
害
想

を
起
こ
さ
ず
。（
中
略
）
少
欲
知
足
に
し
て
、
染
・
恚
・
痴
な
し
。（
中
略
）
和
顔
愛
語
に
し
て
、
意
を
先
に
し
て
承
問
す
。（
中
略
）

三
宝
を
恭
敬
し
、
師
長
に
奉
事
す
。 

（『
聖
典
』・
二
七
頁
）

と
法
蔵
菩
薩
は
、
衆
生
の
貪
、
瞋
、
痴
の
煩
悩
と
は
異
質
な
、
真
実
心
で
修
行
し
た
こ
と
が
説
か
れ
る
。
そ
の
貪
欲
と
異
質
な
心
と
し
て

「
少
欲
知
足
」
が
説
か
れ
、
瞋
恚
と
異
質
な
心
と
し
て
「
和
顔
愛
語
」
が
説
か
れ
、
愚
痴
と
異
質
な
心
と
し
て
「
恭
敬
三
宝
」
が
説
か
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
法
蔵
菩
薩
の
願
心
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
生
き
よ
う
と
す
る
の
が
真
の
仏
弟
子
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
生
活
目
標

が
「
少
欲
知
足
」、「
和
顔
愛
語
」、「
恭
敬
三
宝
」
の
三
つ
に
な
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
称
名
念
仏
の
智
慧
（
恭
敬
三
宝
）
に

よ
っ
て
三
毒
の
煩
悩
を
超
え
て
（
少
欲
知
足
）、
一
切
の
人
を
如
来
の
子
と
見
て
懇
ろ
に
接
し
な
が
ら
（
和
顔
愛
語
）、
浄
土
に
生
ま
れ
て

往
く
者
に
な
り
な
さ
い
。
そ
れ
が
念
仏
生
活
、
難
思
議
往
生
の
宗
教
生
活
で
あ
る
と
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
が
関
東
の
門
弟
に
送
っ
た
手
紙
に
は
、
三
毒
の
煩
悩
を
超
え
よ
と
繰
り
返
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
一
通
に
次
の
よ
う

に
説
か
れ
る
。

　
無
明
の
え
い
も
さ
め
や
ら
ぬ
に
、
か
さ
ね
て
え
い
を
す
す
め
、
毒
も
き
え
や
ら
ぬ
に
、
な
お
三
毒
を
す
す
め
ら
れ
そ
う
ろ
う
ら
ん

こ
そ
、
あ
さ
ま
し
く
お
ぼ
え
そ
う
ら
え
。
煩
悩
具
足
の
身
な
れ
ば
、（
中
略
）
い
か
に
も
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
あ
る
べ
し
と
も
う
し
お

う
て
そ
う
ろ
う
ら
ん
こ
そ
、
か
え
す
が
え
す
不
便
に
お
ぼ
え
そ
う
ら
え
。 

（『
聖
典
』・
五
六
一
頁
）

こ
こ
に
誡
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
無
明
の
酔
い
も
さ
め
て
い
な
い
の
に
重
ね
て
酔
い
を
勧
め
、
三
毒
を
勧
め
て
い
る
こ
と
に
は
驚
く

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。
煩
悩
の
身
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
で
い
い
な
ど
と
言
い
合
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ど
う
考
え
て
も
困
っ
た
こ
と
で
す
」。

こ
れ
が
「
世
を
い
と
う
し
る
し
」、
つ
ま
り
念
仏
往
生
の
証
（
し
る
し
）
で
あ
る
。
一
心
帰
命
の
場
合
に
は
、
そ
の
ま
ま
（
凡
夫
の
ま

ま
）
の
救
い
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
し
か
し
一
心
願
生
に
お
い
て
は
「
ど
う
考
え
て
も
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
、
親
鸞
が
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言
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
肝
に
銘
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
通
に
は
、
も
う
一
つ
「
世
を
い
と
う
し
る
し
」
が
説
か
れ
る
の
で
、
挙
げ
て
お
き
た
い
。

と
も
の
同
朋
に
も
ね
ん
ご
ろ
の
こ
こ
ろ
の
お
わ
し
ま
し
あ
わ
ば
こ
そ
、
世
を
い
と
う
し
る
し
に
て
も
そ
う
ら
わ
め

 

（『
聖
典
』・
五
六
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
如
来
の
子
と
見
て
親
し
み
合
い
、
三
毒
の
煩
悩
（
自
力
の
執
心
）
を
超
え
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
難

思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
の
証
（
し
る
し
）
な
の
だ
と
教
え
て
い
る
。
そ
も
そ
も
宗
教
生
活
に
生
活
規
範
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
宗
教
は

な
い
に
等
し
い
。
我
わ
れ
は
こ
の
三
毒
五
悪
段
の
教
え
を
よ
く
聞
い
て
、
そ
れ
を
念
仏
生
活
の
中
で
表
現
す
る
べ
き
だ
と
欲
う
こ
と
で
あ

る
。

二
　
親
鸞
の
帰
命
と
願
生

1
　
回
　
心

　
こ
れ
ま
で
尋
ね
た
よ
う
に
『
大
経
』
の
釈
尊
の
教
え
に
従
っ
て
、
世
親
は
本
願
の
信
心
を
「
一
心
帰
命
」
と
「
一
心
願
生
」
の
二
つ
の

契
機
で
表
明
し
た
。
親
鸞
は
そ
れ
を
受
け
て
「
三
心
一
心
問
答
」
で
は
、
第
十
八
・
至
心
信
楽
の
願
を
二
つ
に
分
け
る
。

　
前
半
の
「
あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
、
乃
至
一
念
せ
ん
」
の
方
は
「
本
願
信
心
の
願
成
就
の
文
」

（『
聖
典
』・
二
二
八
頁
）
と
名
付
け
て
、
一
心
（
至
心
・
信
楽
）
に
大
涅
槃
の
覚
り
が
開
か
れ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
後
半
の
「
心
を
至
し
回
向
し
た
ま
え
り
。
か
の
国
に
生
ま
れ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
す
な
わ
ち
往
生
を
得
て
不
退
転
に
住
す
。
唯
五
逆

と
誹
謗
正
法
と
を
除
く
」
の
方
は
「
本
願
の
欲
生
心
成
就
の
文
」（『
聖
典
』・
二
三
三
頁
）
と
名
付
け
て
、
如
来
の
欲
生
心
に
本
願
の
回
向

心
を
見
出
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
難
思
議
往
生
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
三
心
一
心
問
答
」
の
前
半
は
「
必
可
超
証
大
涅
槃
」
に
凝
集
さ
れ
、
後
半
は
「
金
剛
心
の
行
人
」
に
凝
集
さ
れ
て
、
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や
が
て
先
ほ
ど
尋
ね
た
信
巻
の
、
真
仏
弟
子
釈
へ
と
着
地
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は
大
乗
仏
教
の
浄

土
教
に
対
す
る
批
判
に
応
え
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
浄
土
教
は
凡
夫
に
対
す
る
方
便
の
教
え
で
あ
っ
て
、「
凡
夫
は
覚
り
を

悟
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
し
、「
仏
道
を
歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、「
凡
夫
で
あ
っ
て
も
他
力
の
信
心
に
は
、
本

願
力
に
よ
っ
て
大
涅
槃
が
開
か
れ
る
（
必
可
超
証
大
涅
槃
）」
と
、「
凡
夫
で
あ
っ
て
も
如
来
の
欲
生
心
の
回
向
に
よ
っ
て
命
終
わ
る
ま
で

大
涅
槃
に
向
か
っ
て
歩
め
る
の
で
あ
る
（
金
剛
心
の
行
人
）」
と
、
こ
の
二
つ
の
証
明
を
も
っ
て
大
乗
の
批
判
に
答
え
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
『
大
経
』
の
本
願
の
信
心
は
、
涅
槃
を
開
く
「
一
心
帰
命
」
の
回
心
と
、
涅
槃
に
向
か
う
「
一
心
願
生
」
の
往
生
と
い
う
、
二

つ
の
契
機
に
よ
っ
て
衆
生
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
回
心
に
つ
い
て
親
鸞
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
回
心
と
い
う
は
、
自
力
の
心
を
ひ
る
が
え
し
、
す
つ
る
を
い
う
な
り
。（
中
略
）
自
力
の
こ
こ
ろ
を
す
つ
と
い
う
は
、
よ
う
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
の
、
大
小
聖
人
、
善
悪
凡
夫
の
、
み
ず
か
ら
が
み
を
よ
し
と
お
も
う
こ
こ
ろ
を
す
て
、
み
を
た
の
ま
ず
、
あ
し
き
こ
こ
ろ

を
か
え
り
み
ず
、
ひ
と
す
じ
に
、
具
縛
の
凡
愚
、
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ

ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
、
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
な
り
。 

（『
聖
典
』
五
五
二
頁
）

こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
回
心
と
は
優
越
感
や
劣
等
感
の
相
対
分
別
を
超
え
て
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
無
上
大
涅
槃
に
至
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
回
心
（
一
心
帰
命
）
を
契
機
と
し
て
、
無
上
大
涅
槃
に
向
か
う
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
難
思
議
と
は
、

私
た
ち
の
分
別
が
及
ば
な
い
と
い
う
意
味
な
の
で
、
難
思
議
往
生
と
は
本
願
力
に
よ
る
往
生
で
あ
る
。
人
間
は
良
心
や
正
義
感
と
い
う
自

力
が
最
後
の
依
り
処
に
な
る
か
ら
、
往
生
も
そ
れ
に
依
る
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
の
分
別
の
全
体
を
愚
か
と
知
ら
さ
れ
て
名
号
に
帰
し
、

本
願
力
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
難
思
議
往
生
と
い
う
宗
教
生
活
に
は
立
て
な
い
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
は
そ
の
本
願
の
名
号
に
つ
い
て
、『
教
行
信
証
』
で
は
大
行
と
い
う
独
自
の
了
解
を
展
開
す
る
。
行
巻
の
標
挙
は
「
諸
仏
称
名
の

願
　
浄
土
真
実
の
行
　
選
択
本
願
の
行
」
と
掲
げ
ら
れ
る
が
、「
選
択
本
願
の
行
」
と
は
、
師
法
然
か
ら
伝
統
さ
れ
た
称
名
念
仏
で
あ
る
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こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
「
浄
土
真
実
の
行
」
の
方
は
、
親
鸞
独
自
の
了
解
で
あ
る
大
行
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。「
浄
土
真

実
」
と
は
、「
我
依
修
多
羅
　
真
実
功
徳
相
」
と
世
親
が
表
明
す
る
、「
真
実
功
徳
相
」
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
要
す
る
に
『
大
経
』
に
説

か
れ
る
阿
弥
陀
如
来
（
大
涅
槃
）
と
浄
土
を
指
す
、『
大
経
』
の
核
心
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

　
最
近
は
学
会
な
ど
で
も
「
顕
浄
土
」
な
ど
と
、『
教
行
信
証
』
の
題
号
の
浄
土
真
実
を
、
浄
土
で
切
る
こ
と
が
流
行
っ
て
い
る
が
、『
教

行
信
証
』
は
浄
土
真
実
（
大
涅
槃
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
『
大
経
』
の
論
書
で
あ
っ
て
、『
観
経
』
の
よ
う
に
浄
土
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
『
教
行
信
証
』
の
中
で
、
往
生
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
所
は
な
い
。
だ
か
ら
善
鸞
事
件
で
、
第
十
八

願
の
往
生
が
「
し
ぼ
め
る
は
な
に
た
と
え
」（『
聖
典
』・
六
一
二
頁
）
ら
れ
「
第
十
八
の
本
願
を
す
て
ま
い
ら
せ
お
う
て
そ
う
ろ
う
」（『
聖

典
』・
五
九
八
頁
）
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
そ
の
思
想
的
な
責
任
か
ら
、
八
十
三
歳
で
『
三
経
往
生
文
類
（
略

本
）』
を
表
し
八
十
五
歳
で
広
本
を
書
い
て
、
改
め
て
三
経
に
よ
る
往
生
を
規
定
し
直
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
教
行
信
証
』
は
『
大
経
』
の
論
書
と
し
て
、
本
願
力
に
よ
る
教
・
行
・
信
・
証
を
明
ら
か
に
し
終
わ
っ
た
証
巻
の
結
釈
に
、「
し
か

れ
ば
大
聖
の
真
言
、
誠
に
知
り
ぬ
。
大
涅
槃
を
証
す
る
こ
と
は
、
願
力
の
回
向
に
藉
り
て
な
り
」（『
聖
典
』・
二
九
八
頁
）
と
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
が
そ
の
ま
ま
大
般
涅
槃
道
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
浄
土
真
宗
が
大
乗
の
至
極
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
親
鸞
は
行
巻
冒
頭
で
、

　
謹
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
行
あ
り
、
大
信
あ
り
。
大
行
と
は
、
す
な
わ
ち
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。
こ
の

行
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
も
ろ
も
ろ
の
善
法
を
摂
し
、
も
ろ
も
ろ
の
徳
本
を
具
せ
り
。
極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
。

か
る
が
ゆ
え
に
大
行
と
名
づ
く
。 

（『
聖
典
』・
一
五
七
頁
）

と
、『
大
経
』
の
行
を
、「
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
」
と
規
定
し
、
そ
れ
に
は
善
法
・
徳
本
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
善
法
・
徳

本
と
は
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
と
兆
載
永
劫
の
修
行
に
よ
っ
て
建
立
し
た
浄
土
と
大
涅
槃
の
覚
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
名
号
に
帰
命
す
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や
が
て
先
ほ
ど
尋
ね
た
信
巻
の
、
真
仏
弟
子
釈
へ
と
着
地
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
方
に
よ
っ
て
、
親
鸞
は
大
乗
仏
教
の
浄

土
教
に
対
す
る
批
判
に
応
え
切
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
浄
土
教
は
凡
夫
に
対
す
る
方
便
の
教
え
で
あ
っ
て
、「
凡
夫
は
覚
り
を

悟
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
し
、「
仏
道
を
歩
く
こ
と
も
で
き
な
い
」
と
い
う
批
判
に
対
し
て
、「
凡
夫
で
あ
っ
て
も
他
力
の
信
心
に
は
、
本

願
力
に
よ
っ
て
大
涅
槃
が
開
か
れ
る
（
必
可
超
証
大
涅
槃
）」
と
、「
凡
夫
で
あ
っ
て
も
如
来
の
欲
生
心
の
回
向
に
よ
っ
て
命
終
わ
る
ま
で

大
涅
槃
に
向
か
っ
て
歩
め
る
の
で
あ
る
（
金
剛
心
の
行
人
）」
と
、
こ
の
二
つ
の
証
明
を
も
っ
て
大
乗
の
批
判
に
答
え
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
『
大
経
』
の
本
願
の
信
心
は
、
涅
槃
を
開
く
「
一
心
帰
命
」
の
回
心
と
、
涅
槃
に
向
か
う
「
一
心
願
生
」
の
往
生
と
い
う
、
二

つ
の
契
機
に
よ
っ
て
衆
生
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
回
心
に
つ
い
て
親
鸞
は
、『
唯
信
鈔
文
意
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
回
心
と
い
う
は
、
自
力
の
心
を
ひ
る
が
え
し
、
す
つ
る
を
い
う
な
り
。（
中
略
）
自
力
の
こ
こ
ろ
を
す
つ
と
い
う
は
、
よ
う
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
の
、
大
小
聖
人
、
善
悪
凡
夫
の
、
み
ず
か
ら
が
み
を
よ
し
と
お
も
う
こ
こ
ろ
を
す
て
、
み
を
た
の
ま
ず
、
あ
し
き
こ
こ
ろ

を
か
え
り
み
ず
、
ひ
と
す
じ
に
、
具
縛
の
凡
愚
、
屠
沽
の
下
類
、
無
碍
光
仏
の
不
可
思
議
の
本
願
、
広
大
智
慧
の
名
号
を
信
楽
す
れ

ば
、
煩
悩
を
具
足
し
な
が
ら
、
無
上
大
涅
槃
に
い
た
る
な
り
。 

（『
聖
典
』
五
五
二
頁
）

こ
の
よ
う
に
親
鸞
は
、
回
心
と
は
優
越
感
や
劣
等
感
の
相
対
分
別
を
超
え
て
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
無
上
大
涅
槃
に
至
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
回
心
（
一
心
帰
命
）
を
契
機
と
し
て
、
無
上
大
涅
槃
に
向
か
う
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
難
思
議
と
は
、

私
た
ち
の
分
別
が
及
ば
な
い
と
い
う
意
味
な
の
で
、
難
思
議
往
生
と
は
本
願
力
に
よ
る
往
生
で
あ
る
。
人
間
は
良
心
や
正
義
感
と
い
う
自

力
が
最
後
の
依
り
処
に
な
る
か
ら
、
往
生
も
そ
れ
に
依
る
と
考
え
る
。
し
か
し
そ
の
分
別
の
全
体
を
愚
か
と
知
ら
さ
れ
て
名
号
に
帰
し
、

本
願
力
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
難
思
議
往
生
と
い
う
宗
教
生
活
に
は
立
て
な
い
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
は
そ
の
本
願
の
名
号
に
つ
い
て
、『
教
行
信
証
』
で
は
大
行
と
い
う
独
自
の
了
解
を
展
開
す
る
。
行
巻
の
標
挙
は
「
諸
仏
称
名
の

願
　
浄
土
真
実
の
行
　
選
択
本
願
の
行
」
と
掲
げ
ら
れ
る
が
、「
選
択
本
願
の
行
」
と
は
、
師
法
然
か
ら
伝
統
さ
れ
た
称
名
念
仏
で
あ
る
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こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
「
浄
土
真
実
の
行
」
の
方
は
、
親
鸞
独
自
の
了
解
で
あ
る
大
行
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。「
浄
土
真

実
」
と
は
、「
我
依
修
多
羅
　
真
実
功
徳
相
」
と
世
親
が
表
明
す
る
、「
真
実
功
徳
相
」
を
示
す
言
葉
で
あ
る
。
要
す
る
に
『
大
経
』
に
説

か
れ
る
阿
弥
陀
如
来
（
大
涅
槃
）
と
浄
土
を
指
す
、『
大
経
』
の
核
心
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

　
最
近
は
学
会
な
ど
で
も
「
顕
浄
土
」
な
ど
と
、『
教
行
信
証
』
の
題
号
の
浄
土
真
実
を
、
浄
土
で
切
る
こ
と
が
流
行
っ
て
い
る
が
、『
教

行
信
証
』
は
浄
土
真
実
（
大
涅
槃
）
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
『
大
経
』
の
論
書
で
あ
っ
て
、『
観
経
』
の
よ
う
に
浄
土
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
『
教
行
信
証
』
の
中
で
、
往
生
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
所
は
な
い
。
だ
か
ら
善
鸞
事
件
で
、
第
十
八

願
の
往
生
が
「
し
ぼ
め
る
は
な
に
た
と
え
」（『
聖
典
』・
六
一
二
頁
）
ら
れ
「
第
十
八
の
本
願
を
す
て
ま
い
ら
せ
お
う
て
そ
う
ろ
う
」（『
聖

典
』・
五
九
八
頁
）
と
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
そ
の
思
想
的
な
責
任
か
ら
、
八
十
三
歳
で
『
三
経
往
生
文
類
（
略

本
）』
を
表
し
八
十
五
歳
で
広
本
を
書
い
て
、
改
め
て
三
経
に
よ
る
往
生
を
規
定
し
直
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
教
行
信
証
』
は
『
大
経
』
の
論
書
と
し
て
、
本
願
力
に
よ
る
教
・
行
・
信
・
証
を
明
ら
か
に
し
終
わ
っ
た
証
巻
の
結
釈
に
、「
し
か

れ
ば
大
聖
の
真
言
、
誠
に
知
り
ぬ
。
大
涅
槃
を
証
す
る
こ
と
は
、
願
力
の
回
向
に
藉
り
て
な
り
」（『
聖
典
』・
二
九
八
頁
）
と
書
か
れ
て
い

る
よ
う
に
、
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
が
そ
の
ま
ま
大
般
涅
槃
道
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
、
浄
土
真
宗
が
大
乗
の
至
極
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
親
鸞
は
行
巻
冒
頭
で
、

　
謹
ん
で
往
相
の
回
向
を
案
ず
る
に
、
大
行
あ
り
、
大
信
あ
り
。
大
行
と
は
、
す
な
わ
ち
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。
こ
の

行
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
も
ろ
も
ろ
の
善
法
を
摂
し
、
も
ろ
も
ろ
の
徳
本
を
具
せ
り
。
極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
。

か
る
が
ゆ
え
に
大
行
と
名
づ
く
。 

（『
聖
典
』・
一
五
七
頁
）

と
、『
大
経
』
の
行
を
、「
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
」
と
規
定
し
、
そ
れ
に
は
善
法
・
徳
本
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
善
法
・
徳

本
と
は
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
と
兆
載
永
劫
の
修
行
に
よ
っ
て
建
立
し
た
浄
土
と
大
涅
槃
の
覚
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
名
号
に
帰
命
す
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れ
ば
、
す
ぐ
に
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
大
涅
槃
の
大
き
な
海
の
よ
う
な
は
た
ら
き
に
包
ま
れ
る
。
そ
れ
を
大
行
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
が
分
か
り
易
い
よ
う
に
、
親
鸞
の
和
文
に
よ
っ
て
尋
ね
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、『
一
念
多
念
文
意
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。

真
実
功
徳
と
も
う
す
は
、
名
号
な
り
。
一
実
真
如
の
妙
理
、
円
満
せ
る
が
ゆ
え
に
、
大
宝
海
に
た
と
え
た
ま
う
な
り
。
一
実
真
如
と

も
う
す
は
、
無
上
大
涅
槃
な
り
。
涅
槃
す
な
わ
ち
法
性
な
り
。
法
性
す
な
わ
ち
如
来
な
り
。
宝
海
と
も
う
す
は
、
よ
ろ
ず
の
衆
生
を

き
ら
わ
ず
、
さ
わ
り
な
く
、
へ
だ
て
ず
、
み
ち
び
き
た
も
う
を
、
大
海
の
み
ず
の
へ
だ
て
な
き
に
た
と
え
た
ま
え
る
な
り
。

 

（『
聖
典
』・
五
四
三
頁
）

あ
え
て
意
味
を
取
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
本
願
の
名
号
は
、
真
実
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。
名
号
に
は
、
世
間
の
相
対
分
別

を
超
え
た
一
如
の
真
理
が
円
満
し
て
い
る
の
で
、
大
き
な
宝
の
海
に
譬
え
る
の
で
あ
る
。
一
如
の
真
理
と
は
、
如
来
の
大
涅
槃
の
覚
り
で

あ
る
。
法
と
言
っ
て
も
い
い
し
、
如
来
と
言
っ
て
も
い
い
。
宝
海
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
一
切
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
善
根
が
満

ち
て
い
る
の
で
、
凡
夫
の
身
の
ま
ま
で
嫌
わ
ず
、
へ
だ
て
な
く
、
大
涅
槃
の
覚
り
に
導
く
か
ら
、
大
海
の
水
が
一
切
を
こ
ば
ま
な
い
事
に

譬
え
る
の
で
あ
る
」。
こ
れ
で
大
行
の
意
味
が
、
よ
く
分
か
る
で
あ
ろ
う
。「
浄
土
真
実
」
と
は
「
真
実
功
徳
」
で
あ
り
、
本
願
の
名
号
で

あ
る
。
そ
れ
は
名
号
の
方
か
ら
一
如
の
涅
槃
界
を
開
き
、
凡
夫
の
身
を
嫌
わ
ず
そ
の
ま
ま
で
一
如
の
世
界
に
包
み
、
煩
悩
の
身
が
終
わ
る

ま
で
大
涅
槃
に
導
く
の
で
あ
る
。
も
う
一
文
引
用
し
て
み
た
い
。

「
大
宝
海
」
は
、
よ
ろ
ず
の
善
根
功
徳
み
ち
き
わ
ま
る
を
、
海
に
た
と
え
た
ま
う
。
こ
の
功
徳
を
よ
く
信
ず
る
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
う

ち
に
、
す
み
や
か
に
、
と
く
み
ち
た
り
ぬ
と
し
ら
し
め
ん
と
な
り
。
し
か
れ
ば
、
金
剛
心
の
ひ
と
は
、
し
ら
ず
、
も
と
め
ざ
る
に
、

功
徳
の
大
宝
、
そ
の
み
に
み
ち
み
つ
が
ゆ
え
に
、
大
宝
海
と
た
と
え
た
る
な
り
。 

（『
聖
典
』
五
四
四
頁
）

先
の
文
が
大
行
を
述
べ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
は
大
信
に
焦
点
を
当
て
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
親
鸞
は
、
本
願
の
名
号
を
信
じ
る

心
（
大
信
）
の
内
に
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
何
の
努
力
も
な
く
無
上
大
涅
槃
の
功
徳
の
海
に
包
ま
れ
る
と
い
う
、
大
き
な
感
動
を
述
べ
て
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い
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
親
鸞
の
大
行
・
大
信
と
は
、
如
来
の
方
か
ら
衆
生
の
相
対
分
別
を
破
っ
て
一
如
の
真
実
に
包
む
。
そ
の
際
煩
悩
の
身
を
嫌

わ
ず
、
へ
だ
て
ず
、
衆
生
の
努
力
は
必
要
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
大
乗
仏
教
の
行
は
、
修
行
に
よ
っ
て
涅
槃
の
覚
り
を
悟
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
浄
土
教
で
あ
っ
て
も
法
然
ま
で
は
念
仏
往

生
を
旗
印
に
す
る
か
ら
、
念
仏
の
行
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
観
念
が
払
拭
で
き
な
い
。
つ
ま
り
仏
道
の
常
識
と
し
て
、
衆
生

を
涅
槃
に
向
か
わ
せ
る
と
か
、
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
行
と
は
衆
生
↓
如
来
の
覚
り
へ
と
い
う
方
向
を
持
っ
て
き
た
。
し
か

し
親
鸞
独
自
の
大
行
・
大
信
の
了
解
は
、
如
来
の
方
か
ら
大
涅
槃
を
開
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
乗
仏
教
の
衆
生
↓
如
来
と
い
う
方

向
を
、
如
来
↓
衆
生
へ
と
い
う
方
向
に
、
行
の
概
念
を
逆
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
乗
仏
教
の
行
の
伝
統
を
覆
す
と
い
う
意

味
を
大
行
・
大
信
の
「
大
」
の
字
に
込
め
て
、
浄
土
真
宗
は
如
来
の
一
人
ば
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
世
親
は
七
祖
の
中
で
初
め
て
「
本
願
力
の
回
向
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、『
大
経
』
の
仏
道
を
菩
薩
道
と
し
て
表

現
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
言
葉
は
出
第
五
門
の
菩
薩
そ
の
人
の
本
願
力
回
向
で
あ
る
。
曇
鸞
の
『
論
註
』
は
、「
世
尊
我
一
心
　
帰
命

（
礼
拝
）
尽
十
方
無
碍
光
如
来
（
讃
嘆
）
　
願
生
安
楽
国
（
作
願
）」
の
前
三
念
門
は
衆
生
に
実
現
す
る
仏
道
、
発
起
序
を
境
に
し
て
、

観
察
・
回
向
は
阿
弥
陀
の
本
願
力
回
向
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
仏
道
を
成
り
立
た
せ
る
根
源
力
を
、
阿

弥
陀
如
来
に
尋
ね
当
て
た
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
を
開
い
た
の
は
、『
観
経
』
に
よ
る
機
の
自
覚
で
あ
る
。
親
鸞
は
善
導
教

学
に
鍛
え
ら
れ
て
自
力
無
効
に
立
ち
、
曇
鸞
の
機
の
自
覚
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
。
だ
か
ら
『
大
経
』
を
「
群
萌
を
拯
う
」
教
え
と
感
佩
す

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
時
代
が
下
る
と
、
末
法
思
想
の
深
ま
り
と
共
に
、
機
の
自
覚
が
徹
底
し
て
く
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
凡
夫
を
救
う
阿
弥
陀

如
来
の
は
た
ら
き
の
方
を
、
よ
り
徹
底
し
て
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
仏
道
の
道
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
力
無
効
の
徹
底
に
比

例
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
回
向
が
顕
わ
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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れ
ば
、
す
ぐ
に
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
大
涅
槃
の
大
き
な
海
の
よ
う
な
は
た
ら
き
に
包
ま
れ
る
。
そ
れ
を
大
行
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
が
分
か
り
易
い
よ
う
に
、
親
鸞
の
和
文
に
よ
っ
て
尋
ね
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、『
一
念
多
念
文
意
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。

真
実
功
徳
と
も
う
す
は
、
名
号
な
り
。
一
実
真
如
の
妙
理
、
円
満
せ
る
が
ゆ
え
に
、
大
宝
海
に
た
と
え
た
ま
う
な
り
。
一
実
真
如
と

も
う
す
は
、
無
上
大
涅
槃
な
り
。
涅
槃
す
な
わ
ち
法
性
な
り
。
法
性
す
な
わ
ち
如
来
な
り
。
宝
海
と
も
う
す
は
、
よ
ろ
ず
の
衆
生
を

き
ら
わ
ず
、
さ
わ
り
な
く
、
へ
だ
て
ず
、
み
ち
び
き
た
も
う
を
、
大
海
の
み
ず
の
へ
だ
て
な
き
に
た
と
え
た
ま
え
る
な
り
。

 

（『
聖
典
』・
五
四
三
頁
）

あ
え
て
意
味
を
取
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。「
本
願
の
名
号
は
、
真
実
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。
名
号
に
は
、
世
間
の
相
対
分
別

を
超
え
た
一
如
の
真
理
が
円
満
し
て
い
る
の
で
、
大
き
な
宝
の
海
に
譬
え
る
の
で
あ
る
。
一
如
の
真
理
と
は
、
如
来
の
大
涅
槃
の
覚
り
で

あ
る
。
法
と
言
っ
て
も
い
い
し
、
如
来
と
言
っ
て
も
い
い
。
宝
海
と
い
う
の
は
、
阿
弥
陀
如
来
が
一
切
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
善
根
が
満

ち
て
い
る
の
で
、
凡
夫
の
身
の
ま
ま
で
嫌
わ
ず
、
へ
だ
て
な
く
、
大
涅
槃
の
覚
り
に
導
く
か
ら
、
大
海
の
水
が
一
切
を
こ
ば
ま
な
い
事
に

譬
え
る
の
で
あ
る
」。
こ
れ
で
大
行
の
意
味
が
、
よ
く
分
か
る
で
あ
ろ
う
。「
浄
土
真
実
」
と
は
「
真
実
功
徳
」
で
あ
り
、
本
願
の
名
号
で

あ
る
。
そ
れ
は
名
号
の
方
か
ら
一
如
の
涅
槃
界
を
開
き
、
凡
夫
の
身
を
嫌
わ
ず
そ
の
ま
ま
で
一
如
の
世
界
に
包
み
、
煩
悩
の
身
が
終
わ
る

ま
で
大
涅
槃
に
導
く
の
で
あ
る
。
も
う
一
文
引
用
し
て
み
た
い
。

「
大
宝
海
」
は
、
よ
ろ
ず
の
善
根
功
徳
み
ち
き
わ
ま
る
を
、
海
に
た
と
え
た
ま
う
。
こ
の
功
徳
を
よ
く
信
ず
る
ひ
と
の
こ
こ
ろ
の
う

ち
に
、
す
み
や
か
に
、
と
く
み
ち
た
り
ぬ
と
し
ら
し
め
ん
と
な
り
。
し
か
れ
ば
、
金
剛
心
の
ひ
と
は
、
し
ら
ず
、
も
と
め
ざ
る
に
、

功
徳
の
大
宝
、
そ
の
み
に
み
ち
み
つ
が
ゆ
え
に
、
大
宝
海
と
た
と
え
た
る
な
り
。 

（『
聖
典
』
五
四
四
頁
）

先
の
文
が
大
行
を
述
べ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
文
は
大
信
に
焦
点
を
当
て
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
親
鸞
は
、
本
願
の
名
号
を
信
じ
る

心
（
大
信
）
の
内
に
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
何
の
努
力
も
な
く
無
上
大
涅
槃
の
功
徳
の
海
に
包
ま
れ
る
と
い
う
、
大
き
な
感
動
を
述
べ
て
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い
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
親
鸞
の
大
行
・
大
信
と
は
、
如
来
の
方
か
ら
衆
生
の
相
対
分
別
を
破
っ
て
一
如
の
真
実
に
包
む
。
そ
の
際
煩
悩
の
身
を
嫌

わ
ず
、
へ
だ
て
ず
、
衆
生
の
努
力
は
必
要
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
大
乗
仏
教
の
行
は
、
修
行
に
よ
っ
て
涅
槃
の
覚
り
を
悟
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
浄
土
教
で
あ
っ
て
も
法
然
ま
で
は
念
仏
往

生
を
旗
印
に
す
る
か
ら
、
念
仏
の
行
に
よ
っ
て
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
観
念
が
払
拭
で
き
な
い
。
つ
ま
り
仏
道
の
常
識
と
し
て
、
衆
生

を
涅
槃
に
向
か
わ
せ
る
と
か
、
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
行
と
は
衆
生
↓
如
来
の
覚
り
へ
と
い
う
方
向
を
持
っ
て
き
た
。
し
か

し
親
鸞
独
自
の
大
行
・
大
信
の
了
解
は
、
如
来
の
方
か
ら
大
涅
槃
を
開
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
乗
仏
教
の
衆
生
↓
如
来
と
い
う
方

向
を
、
如
来
↓
衆
生
へ
と
い
う
方
向
に
、
行
の
概
念
を
逆
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
乗
仏
教
の
行
の
伝
統
を
覆
す
と
い
う
意

味
を
大
行
・
大
信
の
「
大
」
の
字
に
込
め
て
、
浄
土
真
宗
は
如
来
の
一
人
ば
た
ら
き
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
世
親
は
七
祖
の
中
で
初
め
て
「
本
願
力
の
回
向
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、『
大
経
』
の
仏
道
を
菩
薩
道
と
し
て
表

現
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
言
葉
は
出
第
五
門
の
菩
薩
そ
の
人
の
本
願
力
回
向
で
あ
る
。
曇
鸞
の
『
論
註
』
は
、「
世
尊
我
一
心
　
帰
命

（
礼
拝
）
尽
十
方
無
碍
光
如
来
（
讃
嘆
）
　
願
生
安
楽
国
（
作
願
）」
の
前
三
念
門
は
衆
生
に
実
現
す
る
仏
道
、
発
起
序
を
境
に
し
て
、

観
察
・
回
向
は
阿
弥
陀
の
本
願
力
回
向
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
衆
生
の
仏
道
を
成
り
立
た
せ
る
根
源
力
を
、
阿

弥
陀
如
来
に
尋
ね
当
て
た
の
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
を
開
い
た
の
は
、『
観
経
』
に
よ
る
機
の
自
覚
で
あ
る
。
親
鸞
は
善
導
教

学
に
鍛
え
ら
れ
て
自
力
無
効
に
立
ち
、
曇
鸞
の
機
の
自
覚
を
さ
ら
に
徹
底
し
た
。
だ
か
ら
『
大
経
』
を
「
群
萌
を
拯
う
」
教
え
と
感
佩
す

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
時
代
が
下
る
と
、
末
法
思
想
の
深
ま
り
と
共
に
、
機
の
自
覚
が
徹
底
し
て
く
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
凡
夫
を
救
う
阿
弥
陀

如
来
の
は
た
ら
き
の
方
を
、
よ
り
徹
底
し
て
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
仏
道
の
道
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
力
無
効
の
徹
底
に
比

例
し
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
回
向
が
顕
わ
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
は
『
大
経
』
に
帰
っ
て
本
願
力
回
向
を
二
種
に
開
き
、「
群
萌
を
拯
う
」
教
え
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
如
来
の

一
人
ば
た
ら
き
を
徹
底
し
た
。
当
然
そ
れ
は
、
浄
土
真
宗
の
全
て
に
亘
っ
て
い
る
が
、
先
の
大
行
・
大
信
と
い
う
親
鸞
独
自
の
発
揮
も
、

そ
の
一
環
の
一
つ
で
あ
る
。

　
さ
て
本
題
に
戻
ろ
う
、
親
鸞
の
言
葉
を
尋
ね
る
と
『
大
経
』
に
依
る
一
心
帰
命
と
は
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
、
如
来
の
覚
り
に
包
ま
れ

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
回
心
と
い
う
と
よ
く
自
力
無
効
を
強
調
す
る
が
、
そ
れ
は
『
大
経
』
の
本
願
に
目
覚
め
る
た
め
の
契
機
で
あ
っ
て
、

目
的
で
は
な
い
。
自
力
無
効
を
教
え
る
『
観
経
』
は
、
本
願
に
目
覚
め
る
た
め
に
必
要
な
門
だ
か
ら
、
要
門
と
い
わ
れ
る
方
便
の
教
え
で

あ
る
。
一
切
衆
生
の
救
い
は
、
何
と
言
お
う
と
『
大
経
』
の
本
願
力
に
目
覚
め
る
他
に
は
な
い
。
本
願
力
に
よ
る
救
い
こ
そ
、
目
的
で
あ

る
。

　
そ
の
本
願
力
に
よ
っ
て
大
涅
槃
に
包
ま
れ
た
感
動
の
方
が
、
自
力
無
効
の
懺
悔
の
悲
し
み
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
い
。
真
実
に
包
ま
れ

た
感
動
は
、
懺
悔
の
涙
を
包
ん
で
、
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
き
さ
で
あ
る
。「
な
ぜ
あ
ん
な
に
機
の
自
覚
を
繰
り
返
す
の
で
し
ょ

う
か
。
人
は
黙
っ
て
ビ
ー
ル
で
し
ょ
う
」
と
酒
が
身
に
染
み
渡
っ
て
い
く
こ
と
を
、
一
如
に
包
ま
れ
た
感
動
に
な
ぞ
ら
え
て
伝
え
よ
う
と

し
て
い
た
師
の
言
葉
に
、
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
親
鸞
は
無
上
大
涅
槃
に
包
ま
れ
て
相
対
有
限
の
苦
し
み
を
超
え
た
、
そ
の
大
い
な
る
感
動
を
「
大
宝
海
」
に
譬
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
一
心
帰
命
」
が
表
す
回
心
は
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
無
上
大
涅
槃
の
は
た
ら
き
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
涅
槃
を
悟
る

の
は
聖
道
門
の
教
理
で
あ
る
、
そ
う
で
は
な
く
て
煩
悩
の
身
（
自
力
無
効
）
の
ま
ま
に
一
如
の
真
実
に
包
ま
れ
る
。
そ
こ
に
他
力
の
仏
道

の
面
目
が
輝
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
そ
れ
こ
そ
が
本
願
力
に
よ
る
救
い
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。 

2
　
『
教
行
信
証
』
の
難
思
議
往
生

　
そ
れ
に
対
し
て
「
一
心
願
生
」
が
表
す
難
思
議
往
生
（
大
経
往
生
）
と
は
、
回
心
に
始
ま
る
念
仏
生
活
の
こ
と
で
あ
る
。『
大
経
』
下
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巻
の
三
毒
五
悪
段
以
降
が
、
そ
の
念
仏
生
活
を
説
い
て
い
た
。
し
か
し
回
心
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
煩
悩
の
身
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
本
願
に
よ
っ
て
貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
の
煩
悩
が
露
わ
に
さ
れ
て
、
そ
れ
を
超
え
た
浄
土
（
無
上
大
涅
槃
）
に
帰
ろ
う
と

欲
う
往
生
の
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
浄
土
の
は
た
ら
き
を
世
親
は
二
十
九
種
類
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
親
鸞
は
証
巻
で
、『
論
註
』
に
よ
っ
て
四
つ
の
功
徳
だ

け
を
選
ん
で
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
四
つ
の
功
徳
に
、
浄
土
が
開
か
れ
た
人
の
念
仏
生
活
が
、
象
徴
的
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
証
巻
の
浄
土
荘
厳
に
よ
っ
て
、
大
経
往
生
（
難
思
議
往
生
）
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
生
活
を
開
く
の
か
を
、
尋
ね
て
み
た
い
。

　
第
一
に
「
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
」
の
文
が
掲
げ
ら
れ
る
。
世
親
が
「
梵
声
の
悟
り
深
遠
に
し
て
微
妙
な
り
、
十
方
に
聞
こ
ゆ
」
と
謳
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。「
本
願
の
名
号
の
覚
り
は
深
く
、
世
界
中
に
名
号
の
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
親
鸞
が
浄

土
を
説
く
時
に
、
最
初
に
「
名
号
の
声
」
を
掲
げ
る
こ
と
か
ら
、『
大
経
』
の
浄
土
は
本
願
の
声
を
聞
く
と
こ
ろ
に
し
か
開
か
れ
な
い
。

そ
れ
以
外
は
考
え
た
浄
土
で
あ
っ
て
、
本
願
の
名
号
に
帰
す
る
以
外
に
、
我
わ
れ
を
本
当
に
救
う
浄
土
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
次
の
引
文
で
表
す
。

も
し
人
た
だ
か
の
国
土
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
き
て
、
剋
念
し
て
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
も
の
と
、
ま
た
往
生
を
得
る
も
の
と
は
、
す

な
わ
ち
正
定
聚
に
入
る
。 

（『
聖
典
』・
二
八
一
頁
）

こ
の
文
は
『
平
等
覚
経
』
に
は
な
い
の
で
、
曇
鸞
の
取
意
で
あ
ろ
う
。
通
常
は
「
剋
念
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
亦
往
生
を
得
て
、
即

ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
「
国
土
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
き
て
、
剋
念
し
て
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
も
の
」
と

読
ん
で
い
る
。
本
来
正
定
聚
と
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
て
得
る
浄
土
の
位
で
、
必
ず
涅
槃
に
至
る
べ
き
位
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
を
親

鸞
は
、
願
生
者
の
信
心
に
先
取
り
し
て
、
先
の
『
三
経
往
生
文
類
』
の
引
文
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
現
生
正
定
聚
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

身
は
凡
夫
で
あ
る
か
ら
浄
土
に
生
ま
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
願
の
信
心
を
因
と
し
て
、
果
の
浄
土
が
は
た
ら
き
出
て
、
現
生

に
正
定
聚
に
立
つ
。
こ
こ
に
浄
土
荘
厳
を
自
ら
の
感
動
と
し
て
語
る
、
親
鸞
の
立
脚
地
が
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
「
荘
厳
妙
声
功
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親
鸞
の
『
教
行
信
証
』
は
『
大
経
』
に
帰
っ
て
本
願
力
回
向
を
二
種
に
開
き
、「
群
萌
を
拯
う
」
教
え
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
如
来
の

一
人
ば
た
ら
き
を
徹
底
し
た
。
当
然
そ
れ
は
、
浄
土
真
宗
の
全
て
に
亘
っ
て
い
る
が
、
先
の
大
行
・
大
信
と
い
う
親
鸞
独
自
の
発
揮
も
、

そ
の
一
環
の
一
つ
で
あ
る
。

　
さ
て
本
題
に
戻
ろ
う
、
親
鸞
の
言
葉
を
尋
ね
る
と
『
大
経
』
に
依
る
一
心
帰
命
と
は
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
で
、
如
来
の
覚
り
に
包
ま
れ

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
回
心
と
い
う
と
よ
く
自
力
無
効
を
強
調
す
る
が
、
そ
れ
は
『
大
経
』
の
本
願
に
目
覚
め
る
た
め
の
契
機
で
あ
っ
て
、

目
的
で
は
な
い
。
自
力
無
効
を
教
え
る
『
観
経
』
は
、
本
願
に
目
覚
め
る
た
め
に
必
要
な
門
だ
か
ら
、
要
門
と
い
わ
れ
る
方
便
の
教
え
で

あ
る
。
一
切
衆
生
の
救
い
は
、
何
と
言
お
う
と
『
大
経
』
の
本
願
力
に
目
覚
め
る
他
に
は
な
い
。
本
願
力
に
よ
る
救
い
こ
そ
、
目
的
で
あ

る
。

　
そ
の
本
願
力
に
よ
っ
て
大
涅
槃
に
包
ま
れ
た
感
動
の
方
が
、
自
力
無
効
の
懺
悔
の
悲
し
み
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
い
。
真
実
に
包
ま
れ

た
感
動
は
、
懺
悔
の
涙
を
包
ん
で
、
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
大
き
さ
で
あ
る
。「
な
ぜ
あ
ん
な
に
機
の
自
覚
を
繰
り
返
す
の
で
し
ょ

う
か
。
人
は
黙
っ
て
ビ
ー
ル
で
し
ょ
う
」
と
酒
が
身
に
染
み
渡
っ
て
い
く
こ
と
を
、
一
如
に
包
ま
れ
た
感
動
に
な
ぞ
ら
え
て
伝
え
よ
う
と

し
て
い
た
師
の
言
葉
に
、
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　
親
鸞
は
無
上
大
涅
槃
に
包
ま
れ
て
相
対
有
限
の
苦
し
み
を
超
え
た
、
そ
の
大
い
な
る
感
動
を
「
大
宝
海
」
に
譬
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
一
心
帰
命
」
が
表
す
回
心
は
、
煩
悩
の
身
の
ま
ま
無
上
大
涅
槃
の
は
た
ら
き
に
包
ま
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
涅
槃
を
悟
る

の
は
聖
道
門
の
教
理
で
あ
る
、
そ
う
で
は
な
く
て
煩
悩
の
身
（
自
力
無
効
）
の
ま
ま
に
一
如
の
真
実
に
包
ま
れ
る
。
そ
こ
に
他
力
の
仏
道

の
面
目
が
輝
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
親
鸞
は
、
そ
れ
こ
そ
が
本
願
力
に
よ
る
救
い
な
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。 

2
　
『
教
行
信
証
』
の
難
思
議
往
生

　
そ
れ
に
対
し
て
「
一
心
願
生
」
が
表
す
難
思
議
往
生
（
大
経
往
生
）
と
は
、
回
心
に
始
ま
る
念
仏
生
活
の
こ
と
で
あ
る
。『
大
経
』
下
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巻
の
三
毒
五
悪
段
以
降
が
、
そ
の
念
仏
生
活
を
説
い
て
い
た
。
し
か
し
回
心
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
煩
悩
の
身
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
。
む
し
ろ
本
願
に
よ
っ
て
貪
・
瞋
・
痴
の
三
毒
の
煩
悩
が
露
わ
に
さ
れ
て
、
そ
れ
を
超
え
た
浄
土
（
無
上
大
涅
槃
）
に
帰
ろ
う
と

欲
う
往
生
の
生
活
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
浄
土
の
は
た
ら
き
を
世
親
は
二
十
九
種
類
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
親
鸞
は
証
巻
で
、『
論
註
』
に
よ
っ
て
四
つ
の
功
徳
だ

け
を
選
ん
で
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
四
つ
の
功
徳
に
、
浄
土
が
開
か
れ
た
人
の
念
仏
生
活
が
、
象
徴
的
に
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
証
巻
の
浄
土
荘
厳
に
よ
っ
て
、
大
経
往
生
（
難
思
議
往
生
）
が
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
生
活
を
開
く
の
か
を
、
尋
ね
て
み
た
い
。

　
第
一
に
「
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
」
の
文
が
掲
げ
ら
れ
る
。
世
親
が
「
梵
声
の
悟
り
深
遠
に
し
て
微
妙
な
り
、
十
方
に
聞
こ
ゆ
」
と
謳
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。「
本
願
の
名
号
の
覚
り
は
深
く
、
世
界
中
に
名
号
の
声
が
響
き
わ
た
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
親
鸞
が
浄

土
を
説
く
時
に
、
最
初
に
「
名
号
の
声
」
を
掲
げ
る
こ
と
か
ら
、『
大
経
』
の
浄
土
は
本
願
の
声
を
聞
く
と
こ
ろ
に
し
か
開
か
れ
な
い
。

そ
れ
以
外
は
考
え
た
浄
土
で
あ
っ
て
、
本
願
の
名
号
に
帰
す
る
以
外
に
、
我
わ
れ
を
本
当
に
救
う
浄
土
は
ど
こ
に
も
な
い
。

　
こ
こ
で
は
そ
れ
を
、
次
の
引
文
で
表
す
。

も
し
人
た
だ
か
の
国
土
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
き
て
、
剋
念
し
て
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
も
の
と
、
ま
た
往
生
を
得
る
も
の
と
は
、
す

な
わ
ち
正
定
聚
に
入
る
。 

（『
聖
典
』・
二
八
一
頁
）

こ
の
文
は
『
平
等
覚
経
』
に
は
な
い
の
で
、
曇
鸞
の
取
意
で
あ
ろ
う
。
通
常
は
「
剋
念
し
て
生
ぜ
ん
と
願
ず
れ
ば
、
亦
往
生
を
得
て
、
即

ち
正
定
聚
に
入
る
」
と
読
む
べ
き
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
「
国
土
の
清
浄
安
楽
な
る
を
聞
き
て
、
剋
念
し
て
生
ま
れ
ん
と
願
ぜ
ん
も
の
」
と

読
ん
で
い
る
。
本
来
正
定
聚
と
は
、
浄
土
に
生
ま
れ
て
得
る
浄
土
の
位
で
、
必
ず
涅
槃
に
至
る
べ
き
位
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
を
親

鸞
は
、
願
生
者
の
信
心
に
先
取
り
し
て
、
先
の
『
三
経
往
生
文
類
』
の
引
文
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
現
生
正
定
聚
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

身
は
凡
夫
で
あ
る
か
ら
浄
土
に
生
ま
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
願
の
信
心
を
因
と
し
て
、
果
の
浄
土
が
は
た
ら
き
出
て
、
現
生

に
正
定
聚
に
立
つ
。
こ
こ
に
浄
土
荘
厳
を
自
ら
の
感
動
と
し
て
語
る
、
親
鸞
の
立
脚
地
が
あ
る
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
「
荘
厳
妙
声
功



18

徳
成
就
」
を
最
初
に
掲
げ
る
の
で
あ
る
。

　
二
番
目
に
は
、「
荘
厳
主
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
わ
れ
は
こ
の
世
界
を
生
き
る
と
き
に
、
何
を
主
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

三
毒
段
で
は
、
貪
・
瞋
・
痴
の
煩
悩
に
纏
わ
る
も
の
し
か
主
に
で
き
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
財
産
と
か
地
位
と
か
名
誉
と
か

大
切
な
人
と
か
愛
と
か
良
心
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
切
だ
と
思
え
て
も
、
三
毒
の
煩
悩
の
影
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
迷
い
を

重
ね
る
だ
け
で
何
の
頼
り
に
も
な
ら
な
い
。

　
こ
の
証
巻
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
主
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
者
の
生
き
方
が
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

も
し
人
ひ
と
た
び
安
楽
浄
土
に
生
ず
れ
ば
、
後
の
時
に
意
「
三
界
に
生
ま
れ
て
衆
生
を
教
化
せ
ん
」
と
願
じ
て
、
浄
土
の
命
を
捨
て

て
願
に
随
い
て
生
を
得
て
、
三
界
雑
生
の
火
の
中
に
生
ま
る
と
い
え
ど
も
、
無
上
菩
提
の
種
子
畢
竟
じ
て
朽
ち
ず
。
何
を
も
っ
て
の

ゆ
え
に
。
正
覚
阿
弥
陀
の
善
く
住
持
を
径
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
と
。 

（『
聖
典
』・
二
八
二
頁
）

阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
者
は
、
本
願
の
住
持
力
に
よ
っ
て
、
衆
生
教
化
の
願
い
を
生
き
る
者
に
な
る
。
浄
土
が
開
か

れ
て
な
け
れ
ば
、
三
毒
に
振
り
回
さ
れ
て
、
ど
ち
ら
に
向
け
ば
い
い
の
か
、
ど
こ
に
命
を
懸
け
る
べ
き
か
が
決
ま
ら
ず
に
迷
う
他
は
な
い
。

し
か
し
ひ
と
た
び
浄
土
が
開
か
れ
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来
を
主
と
し
、
そ
の
本
願
力
に
よ
っ
て
世
を
超
え
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
教
化
に
命

を
捨
て
て
い
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
の
現
生
十
種
の
益
で
い
え
ば
、
最
後
の
「
常
行
大
悲
」
の
益
と
「
正
定
聚
に
入
る
益
」（『
聖
典
』・
二
四
一
頁
）

に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
主
功
徳
に
説
か
れ
る
衆
生
教
化
の
志
願
に
、
難
思
議
往
生
の
生
き
方
が
よ
く
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
二
番
目
に
「
荘
厳
主
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
意
義
で
あ
る
。

　
三
番
目
に
は
「
荘
厳
眷
属
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
眷
属
と
は
如
来
の
親
族
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
次
の
よ
う
に
説

か
れ
て
い
る
。

か
の
安
楽
国
土
は
、
こ
れ
阿
弥
陀
如
来
正
覚
浄
華
の
化
生
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
同
一
に
念
仏
し
て
別
の
道
な
き
が
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ゆ
え
に
。
遠
く
通
ず
る
に
、
そ
れ
四
海
の
内
み
な
兄
弟
と
す
る
な
り
。
眷
属
無
量
な
り
。
い
ず
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き
や
。

 

（『
聖
典
』・
二
八
二
頁
）

　
我
わ
れ
の
世
界
で
は
、
好
き
嫌
い
、
都
合
が
い
い
か
悪
い
か
、
利
用
す
る
か
さ
れ
る
か
と
い
う
関
係
し
か
な
い
が
、
浄
土
は
ど
ん
な
人

も
如
来
の
覚
り
の
華
か
ら
生
ま
れ
る
か
ら
、
如
来
の
眷
属
と
し
て
生
き
た
い
と
い
う
願
い
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
の
お
手
紙
で
も
、「
と
も
の
同
朋
に
も
ね
ん
ご
ろ
の
こ
こ
ろ
の
お
わ
し
ま
し
あ
わ
ば
こ
そ
、
世
を
い
と
う
し
る
し
」（『
聖
典
』
五
六

三
頁
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
如
来
の
子
と
し
て
お
互
い
を
尊
敬
し
、
親
切
な
心
で
接
す
る
こ
と
こ
そ
、
難
思
議
往
生
の
証

拠
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
番
目
に
「
荘
厳
眷
属
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
意
義
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
尋
ね
た
三
つ
の
荘
厳
功
徳
を
ま
と
め
る
と
、
本
願
の
名
号
に
帰
し
て
（
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
）、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
の
住

持
力
に
よ
っ
て
三
毒
の
煩
悩
を
超
え
、
そ
れ
を
教
化
し
た
い
（
荘
厳
主
功
徳
成
就
）。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
「
と
も
の
同
朋
」（
荘
厳

眷
属
功
徳
成
就
）
と
し
て
生
き
て
往
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
」・「
荘
厳
主
功
徳
成
就
」・「
荘

厳
眷
属
功
徳
成
就
」
が
、
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
最
後
の
「
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
」
の
、
次
の
よ
う
な
文
で
締
め
括
ら
れ
る
。

凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
三
界
の
繫
業
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
す
な
わ
ち
こ

れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
分
を
得
、
い
ず
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き
や
。 

（『
聖
典
』
二
八
三
頁
）

こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
親
鸞
は
そ
の
ま
ま
「
正
信
偈
」
で
、「
よ
く
一
念
喜
愛
の
心

を
発
す
れ
ば
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
な
り
」（『
聖
典
』・
二
〇
四
頁
）
と
謳
っ
た
り
、「
惑
染
の
凡
夫
、
信
心
発
す
れ
ば
、
生
死

即
涅
槃
な
り
と
証
知
せ
し
む
」（『
聖
典
』
二
〇
六
頁
）
と
謳
う
。
こ
の
「
生
死
即
涅
槃
」
と
は
、
大
乗
仏
教
の
旗
印
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
清
浄
功
徳
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
浄
土
論
』・『
論
註
』
で
は
浄
土
の
総
相
と
し
て
二
十
九
種
荘
厳
功
徳
の
最
初
に
説
か
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
を
親
鸞
は
、
こ
の
証
巻
で
最
後
に
置
く
の
は
、
先
に
掲
げ
た
難
思
議
往
生
の
念
仏
生
活
の
全
体
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
で
涅
槃
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徳
成
就
」
を
最
初
に
掲
げ
る
の
で
あ
る
。

　
二
番
目
に
は
、「
荘
厳
主
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
我
わ
れ
は
こ
の
世
界
を
生
き
る
と
き
に
、
何
を
主
と
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

三
毒
段
で
は
、
貪
・
瞋
・
痴
の
煩
悩
に
纏
わ
る
も
の
し
か
主
に
で
き
な
い
と
説
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
財
産
と
か
地
位
と
か
名
誉
と
か

大
切
な
人
と
か
愛
と
か
良
心
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
切
だ
と
思
え
て
も
、
三
毒
の
煩
悩
の
影
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
迷
い
を

重
ね
る
だ
け
で
何
の
頼
り
に
も
な
ら
な
い
。

　
こ
の
証
巻
で
は
、
阿
弥
陀
如
来
を
主
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
者
の
生
き
方
が
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

も
し
人
ひ
と
た
び
安
楽
浄
土
に
生
ず
れ
ば
、
後
の
時
に
意
「
三
界
に
生
ま
れ
て
衆
生
を
教
化
せ
ん
」
と
願
じ
て
、
浄
土
の
命
を
捨
て

て
願
に
随
い
て
生
を
得
て
、
三
界
雑
生
の
火
の
中
に
生
ま
る
と
い
え
ど
も
、
無
上
菩
提
の
種
子
畢
竟
じ
て
朽
ち
ず
。
何
を
も
っ
て
の

ゆ
え
に
。
正
覚
阿
弥
陀
の
善
く
住
持
を
径
る
を
も
っ
て
の
ゆ
え
に
と
。 

（『
聖
典
』・
二
八
二
頁
）

阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
る
こ
と
が
出
来
た
者
は
、
本
願
の
住
持
力
に
よ
っ
て
、
衆
生
教
化
の
願
い
を
生
き
る
者
に
な
る
。
浄
土
が
開
か

れ
て
な
け
れ
ば
、
三
毒
に
振
り
回
さ
れ
て
、
ど
ち
ら
に
向
け
ば
い
い
の
か
、
ど
こ
に
命
を
懸
け
る
べ
き
か
が
決
ま
ら
ず
に
迷
う
他
は
な
い
。

し
か
し
ひ
と
た
び
浄
土
が
開
か
れ
れ
ば
、
阿
弥
陀
如
来
を
主
と
し
、
そ
の
本
願
力
に
よ
っ
て
世
を
超
え
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
教
化
に
命

を
捨
て
て
い
く
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
『
教
行
信
証
』
の
現
生
十
種
の
益
で
い
え
ば
、
最
後
の
「
常
行
大
悲
」
の
益
と
「
正
定
聚
に
入
る
益
」（『
聖
典
』・
二
四
一
頁
）

に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
主
功
徳
に
説
か
れ
る
衆
生
教
化
の
志
願
に
、
難
思
議
往
生
の
生
き
方
が
よ
く
教
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
二
番
目
に
「
荘
厳
主
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
意
義
で
あ
る
。

　
三
番
目
に
は
「
荘
厳
眷
属
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
眷
属
と
は
如
来
の
親
族
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
次
の
よ
う
に
説

か
れ
て
い
る
。

か
の
安
楽
国
土
は
、
こ
れ
阿
弥
陀
如
来
正
覚
浄
華
の
化
生
す
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
同
一
に
念
仏
し
て
別
の
道
な
き
が
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ゆ
え
に
。
遠
く
通
ず
る
に
、
そ
れ
四
海
の
内
み
な
兄
弟
と
す
る
な
り
。
眷
属
無
量
な
り
。
い
ず
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き
や
。

 

（『
聖
典
』・
二
八
二
頁
）

　
我
わ
れ
の
世
界
で
は
、
好
き
嫌
い
、
都
合
が
い
い
か
悪
い
か
、
利
用
す
る
か
さ
れ
る
か
と
い
う
関
係
し
か
な
い
が
、
浄
土
は
ど
ん
な
人

も
如
来
の
覚
り
の
華
か
ら
生
ま
れ
る
か
ら
、
如
来
の
眷
属
と
し
て
生
き
た
い
と
い
う
願
い
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
親
鸞
の
お
手
紙
で
も
、「
と
も
の
同
朋
に
も
ね
ん
ご
ろ
の
こ
こ
ろ
の
お
わ
し
ま
し
あ
わ
ば
こ
そ
、
世
を
い
と
う
し
る
し
」（『
聖
典
』
五
六

三
頁
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
如
来
の
子
と
し
て
お
互
い
を
尊
敬
し
、
親
切
な
心
で
接
す
る
こ
と
こ
そ
、
難
思
議
往
生
の
証

拠
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
番
目
に
「
荘
厳
眷
属
功
徳
成
就
」
が
挙
げ
ら
れ
る
意
義
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
尋
ね
た
三
つ
の
荘
厳
功
徳
を
ま
と
め
る
と
、
本
願
の
名
号
に
帰
し
て
（
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
）、
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
の
住

持
力
に
よ
っ
て
三
毒
の
煩
悩
を
超
え
、
そ
れ
を
教
化
し
た
い
（
荘
厳
主
功
徳
成
就
）。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
「
と
も
の
同
朋
」（
荘
厳

眷
属
功
徳
成
就
）
と
し
て
生
き
て
往
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
荘
厳
妙
声
功
徳
成
就
」・「
荘
厳
主
功
徳
成
就
」・「
荘

厳
眷
属
功
徳
成
就
」
が
、
難
思
議
往
生
と
い
う
念
仏
生
活
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
最
後
の
「
荘
厳
清
浄
功
徳
成
就
」
の
、
次
の
よ
う
な
文
で
締
め
括
ら
れ
る
。

凡
夫
人
の
煩
悩
成
就
せ
る
あ
り
て
、
ま
た
か
の
浄
土
に
生
ま
る
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
三
界
の
繫
業
畢
竟
じ
て
牽
か
ず
。
す
な
わ
ち
こ

れ
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
分
を
得
、
い
ず
く
ん
ぞ
思
議
す
べ
き
や
。 

（『
聖
典
』
二
八
三
頁
）

こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
親
鸞
は
そ
の
ま
ま
「
正
信
偈
」
で
、「
よ
く
一
念
喜
愛
の
心

を
発
す
れ
ば
、
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
涅
槃
を
得
る
な
り
」（『
聖
典
』・
二
〇
四
頁
）
と
謳
っ
た
り
、「
惑
染
の
凡
夫
、
信
心
発
す
れ
ば
、
生
死

即
涅
槃
な
り
と
証
知
せ
し
む
」（『
聖
典
』
二
〇
六
頁
）
と
謳
う
。
こ
の
「
生
死
即
涅
槃
」
と
は
、
大
乗
仏
教
の
旗
印
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
清
浄
功
徳
は
言
う
ま
で
も
な
く
、『
浄
土
論
』・『
論
註
』
で
は
浄
土
の
総
相
と
し
て
二
十
九
種
荘
厳
功
徳
の
最
初
に
説
か
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
を
親
鸞
は
、
こ
の
証
巻
で
最
後
に
置
く
の
は
、
先
に
掲
げ
た
難
思
議
往
生
の
念
仏
生
活
の
全
体
は
、
実
は
そ
の
ま
ま
で
涅
槃
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に
向
か
う
人
生
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
浄
土
教
の
往
生
は
、
こ
れ
ま
で
凡
夫
の
た
め
の
方
便
の
教
え
の
よ
う
に
い
わ

れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
大
経
往
生
は
そ
の
ま
ま
で
、
大
乗
仏
教
全
体
が
目
標
に
し
て
い
る
、
無
上
大
涅
槃
道
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

ま
と
め

　
こ
れ
ま
で
尋
ね
て
き
た
よ
う
に
、
一
心
帰
命
の
回
心
を
親
鸞
は
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
の
ま
ま
で
阿
弥
陀
如
来
の
大
涅
槃
の
覚
り
に
包
ま

れ
た
、
大
い
な
る
感
動
と
し
て
述
べ
て
い
た
。
聖
道
門
は
涅
槃
の
覚
り
を
悟
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
浄
土
教
に
お
い
て
は
涅
槃
の
覚
り
に
包

ま
れ
る
の
で
あ
る
。
自
力
無
効
と
い
う
徹
底
し
た
分
別
の
否
定
を
通
し
て
、
も
と
も
と
存
在
そ
の
も
の
が
在
っ
た
一
如
の
世
界
に
、
本
願

力
に
よ
っ
て
引
き
戻
さ
れ
包
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
曇
鸞
が
「
涅
槃
分
」
と
言
っ
て
い
た
分
を
親
鸞
が
取
る
の
は
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
存
在
の
根
拠
で
あ
る
一
如
の
世
界
に
帰
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
感
動
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
凡
夫
を
少
し
も
た
め
ら

わ
な
い
、
そ
こ
に
群
萌
を
拯
う
浄
土
教
の
特
質
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
心
帰
命
を
語
る
場
合
に
は
、
凡
夫
の
ま
ま
で
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　
し
か
し
難
思
議
往
生
を
語
る
場
合
に
は
、
親
鸞
が
言
う
よ
う
に
「
煩
悩
の
身
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
で
い
い
な
ど
と
言
い
合
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ど
う
考
え
て
も
困
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
教
え
を
、
肝
に
銘
じ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
論
考
で
尋
ね
た
よ
う
に
、
仏
道
を
標
榜
す
る
以
上
は
、
難
思
議
往
生
が
大
切
で
あ
る
。
本
願
力
に
よ
っ
て
「
人

間
が
人
間
以
上
の
あ
る
も
の
（
仏
）
に
な
る
道
」、
そ
れ
が
大
経
の
仏
道
で
あ
る
。
こ
の
念
仏
生
活
が
な
け
れ
ば
、
仏
道
な
ど
な
い
に
等

し
い
の
だ
か
ら
、
親
鸞
の
説
い
た
難
思
議
往
生
の
内
容
に
よ
く
教
え
ら
れ
な
が
ら
、「
難
思
議
往
生
を
遂
げ
ん
と
欲
う
」
と
い
う
、
願
い

に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
我
わ
れ
の
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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問
題
の
所
在

　
親
鸞
は
晩
年
に
実
に
多
く
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
本
論
で
は
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
に
注
目
し
た
い
。

　
『
大
経
』
の
仏
者
で
あ
る
親
鸞
が
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て

自
身
の
立
っ
た
仏
道
を
、「
願
生
浄
土
」「
大
般
涅
槃
道
」
と
し
て

明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
幾

度
も
確
認
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
親
鸞
の
仏
道

観
は
、『
教
行
信
証
』
の
後
も
、
そ
の
生
涯
に
渡
っ
て
多
く
の
著

作
に
よ
り
確
か
め
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
仏
道
観
の

表
現
が
、
晩
年
に
お
い
て
変
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。
そ
れ
が
端
的
に
表
れ
て
い
る
も
の
が
『
浄
土
三
経
往
生
文

類
』
で
あ
る
。

　
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
は
、
そ
の
題
号
の
通
り
、
浄
土
三
部

経
と
称
さ
れ
る
『
大
経
』『
観
経
』『
阿
弥
陀
経
』
に
教
え
ら
れ
る

「
往
生
」
に
つ
い
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
造
を
一
見

す
れ
ば
、
三
経
そ
れ
ぞ
れ
の
往
生
が
、
本
願
文
を
中
心
に
し
て
解

説
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
往
生
は
浄
土
教
の
核
心

と
な
る
思
想
で
あ
る
。
そ
れ
は
親
鸞
の
師
で
あ
る
法
然
も
、『
選

択
本
願
念
仏
集
』
の
標
挙
に
お
い
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
　
往
生
の
業
は
念
仏
を
本
と
為
す

 

（『
真
聖
全
』
一
・
九
二
九
頁
）

と
説
き
、
さ
ら
に
は
王
本
願
と
し
て
掲
げ
る
第
十
八
願
を
「
念
仏

往
生
の
願
」
と
名
づ
け
る
よ
う
に
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
説

か
れ
る
専
修
念
仏
の
仏
道
が
、
往
生
浄
土
を
証
と
す
る
こ
と
か
ら

も
伺
え
よ
う
。
当
然
、
法
然
と
同
一
の
信
心
を
得
た
親
鸞
も
、

『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
の
中
で
第
十
八
願
を
引
用
す
る
際
に
、

「
念
仏
往
生
の
願
」
と
い
う
法
然
に
教
え
ら
れ
た
願
名
を
用
い
て

無
義
為
義

│
│
親
鸞
晩
年
の
課
題
と
二
種
回
向
│
│
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